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基
本
的
な
考
え
方

　

我
が
国
の
経
済
は
景
気
拡
大
が

続
い
て
い
る
も
の
の
、
地
方
に
お

い
て
は
実
感
と
し
て
感
じ
ら
れ
ず
、

道
内
に
お
い
て
も
公
共
事
業
費
の

削
減
な
ど
か
ら
雇
用
環
境
も
厳
し

く
、
都
市
と
地
方
の
地
域
間
格
差

が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
の
地
方
自
治
は
地
方
分
権

の
進
展
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
地
球
環
境
問
題
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
高
度
情
報
化
、

子
ど
も
の
教
育
の
あ
り
方
が
大
き

く
変
化
し
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
経

済
構
造
を
新
し
い
時
代
の
発
展
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
へ
と
転
換
す
る

「
聖
域
な
き
改
革
」
が
進
め
ら
れ
、

三
位
一
体
の
改
革
や
市
町
村
合
併

な
ど
複
雑
多
様
化
す
る
中
に
あ
っ

て
、
的
確
な
政
策
の
選
択
と
行
政

効
果
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
市
民
本
位
の
市
政
執
行
を

信
条
に
、
市
民
と
行
政
の
信
頼
関

係
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
社
会
環
境
が
多
様

化
す
る
新
し
い
時
代
に
向
け
て
、

市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
市
政
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
を
述
べ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

１
点
目
は
、
市
民
対
話
と

情
報
開
示

　

市
民
の
行
政
へ
の
信
頼
は
、
市

民
対
話
と
情
報
開
示
か
ら
生
ま
れ

る
も
の
で
あ
り
、
地
域
懇
談
会
、

連
合
会
長
会
議
、
市
長
室
ト
ー
ク

な
ど
の
開
催
や
、
各
地
域
に
出
向

い
た
話
し
合
い
の
中
で
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
市

民
と
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
て
く

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
う
し
た
市
民
対

話
の
機
会
を
定
期
的
に
持
ち
な
が

ら
、
幅
広
い
世
代
、
多
く
の
皆
さ

ん
と
の
懇
談
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
に
よ
り
、
市
民
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
聴
広
報
活
動
を
通
じ
、

今
、
市
民
が
ど
の
様
な
情
報
を
必

要
と
し
て
い
る
の
か
的
確
に
把
握

し
、
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
な
ど

を
活
用
し
行
政
情
報
の
提
供
を
積

極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
市
民
向

け
予
算
書
の
作
成
、
出
前
講
座
の

開
設
な
ど
を
行
い
、
市
民
と
の
情

報
の
共
有
に
よ
る
、
市
民
の
目
線

に
立
っ
た
市
政
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

２
点
目
は
、
財
政
の
健
全

化
と
行
財
政
改
革
の
推
進

　

新
た
に
地
方
分
権
改
革
推
進
法

が
制
定
さ
れ
る
中
、
地
方
交
付
税

制
度
や
地
方
財
政
再
生
制
度
な
ど

の
地
方
財
政
制
度
の
見
直
し
が
進

め
ら
れ
、
地
方
自
治
体
に
は
、
自

主
性
と
自
立
性
の
あ
る
市
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
く
財
源
不
足
の
中
に
お
い
て
も

計
画
的
な
行
政
運
営
の
た
め
、
富

良
野
市
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
安
定
し
た

健
全
財
政
の
確
立
に
取
り
組
ん
で

市
政
執
行
方
針

　　能登芳昭市長が初めての市政執行方針

「市民本位の市政」に向けて
「地域が自らの足で立ち、歩んでいく“自主・自立”の精神で変化の時代に対処しながら、富良野市の

限りない発展をめざし、市民とともに考え、誰もが誇りを持てるまちづくりを推進してまいります」。

２月２６日俄、平成１９年第１回市議会定例会において、能登芳昭市長が明らかにした本年度の市政執行

方針。市民対話を基本にした「市民本位の市政」の実現をめざし、全力で執行する決意を述べました。

平成１９年度の当初予算については、地方交付税の削減などにより、一般会計で122億6０００万円（前年度

9月補正後対比△５．１％△6億5688万円）、全会計では222億6630万円（同△２．７％△6億1692万円）の大

幅な緊縮予算となっています。

平成１９年度の市政執行方針と教育行政執行方針、予算の概要をお知らせします。

 全会計で２２２億６６３０万円。大幅な緊縮予算

問合せ

■市政執行方針　

　　企画振興課　拶３９‐２３０４

■教育行政執行方針

　　教育委員会　拶３９‐２３２０

■予　算

　　財　政　課　拶３９‐２３０６
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た
。

　

今
後
、
平
成　

年
４
月
の
広
域

２０

連
合
の
設
置
に
向
け
、
専
門
部
会

等
を
設
け
、
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
点
目
は
、
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
跡
地
利
活
用

　

跡
地
利
活
用
基
本
計
画
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
、
生
活
密
着
型
の
市
街
地
の

拠
点
づ
く
り
、
人
口
維
持
・
形
成

の
拠
点
づ
く
り
、福
祉
・
商
業
サ
ー

ビ
ス
の
機
能
づ
く
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
交
流
づ
く
り
、
活
性
化
の

集
客
機
能
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
、

商
業
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
有

効
な
土
地
利
用
に
向
け
、
民
間
活

力
も
含
め
て
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
、
並
び
に
市
民
の
合
意
形
成

に
よ
り
跡
地
利
活
用
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

６
点
目
は
、
樹
海
東
小
学

校
跡
地
利
活
用

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の

創
出
を
図
る
た
め
、
国
の
「
地
域

再
生
計
画
」
の
認
定
を
受
け
、
民

間
活
力
に
よ
る
地
域
振
興
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
の
主
要
な
施
策

　

富
良
野
市
総
合
計
画
（
平
成　
１３

年
→　

年
度
）
は
、
７
年
目
を
迎

２２

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
に
つ
き
ま
し

て
は
、
富
良
野
市
財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
に
併
せ
、
富
良
野
市
行

政
改
革
推
進
計
画
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
市
民
と
行
政
の
役
割
分

担
を
検
討
し
、
事
務
事
業
を
見
直

し
、
職
員
の
意
識
改
革
や
人
材
育

成
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
を
進

め
る
と
と
も
に
、「
富
良
野
市
行
革

推
進
市
民
委
員
会
｣に
よ
る
外
部

評
価
を
実
施
し
、
開
か
れ
た
行
政

改
革
の
推
進
を
図
り
、
地
方
分
権

時
代
に
対
応
で
き
る
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

運
営
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

３
点
目
は
、
農
村
観
光
都

市
の
形
成

　

豊
か
な
自
然
景
観
を
生
か
し
、

農
業
と
観
光
の
融
合
に
よ
る
振
興

を
め
ざ
し
都
市
と
農
村
の
交
流
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
た
肥
沃

な
大
地
で
営
ま
れ
る
農
業
と
美
し

い
農
村
風
景
、
豊
か
な
自
然
景
観
、

そ
し
て
そ
れ
ら
と
連
携
し
た
観
光
、

こ
の
３
つ
が
融
合
し
都
市
と
農
村

の
交
流
が
促
進
さ
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

新
鮮
な
農
畜
産
物
を
使
っ
た
「
食

観
光
」、
農
作
業
な
ど
に
関
わ
る

「
体
験
観
光
」、山
岳
景
観
や
森
林
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
活
用
し
た

「
自
然
観
察
体
験
」、「
エ
コ
観
光
」

な
ど
、
こ
れ
ら
を
交
流
の
活
性
化

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

移
住
定
住
相
談
に
つ
き
ま
し
て

は
、
農
業
・
商
工
・
観
光
・
教
育

関
係
部
局
及
び
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
の
も
と
、
市
の
窓
口
の
一

元
化
を
行
い
、
定
住
及
び
都
市
と

農
村
と
の
交
流
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
移
住
促
進
協
議

会
と
も
連
携
し
、
情
報
の
発
信
や

Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４
点
目
は
、
富
良
野
広
域

連
合
準
備
委
員
会
の
設
置

　

平
成　

年
８
月
に
開
催
さ
れ
ま

１８

し
た
富
良
野
地
区
広
域
市
町
村
圏

振
興
協
議
会
委
員
会
で
は
、「
自
治

の
か
た
ち
」
と
し
て
示
さ
れ
た
４

つ
（
市
町
村
連
携
、
広
域
連
合
、

市
町
村
合
併
、
広
域
都
市
）
の
中

か
ら
、
今
後
の
富
良
野
圏
域
の
方

向
性
と
し
て
、
広
域
連
合
を
選
択

す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
広
域
連
合
で
処
理
す

る
こ
と
が
可
能
な
事
務
と
し
て
、

消
防
組
合
（
上
川
南
部
、
富
良
野

地
区
）、
学
校
給
食
組
合
、
環
境
衛

生
組
合
、
串
内
草
地
組
合
、
国
民

健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
火
葬
場
、

広
域
圏
事
務
を
選
定
し
、
平
成　
１９

年
１
月　

日
に
富
良
野
広
域
連
合

１５

準
備
委
員
会
を
設
立
い
た
し
ま
し

第１回定例第１回定例議議会（２月２６日）会（２月２６日）でで市政執行方市政執行方
針針をを述べる能登芳昭市述べる能登芳昭市長長

葛葛５月１日移転開院５月１日移転開院すす
る地域センター病　る地域センター病院院
（富良野協会病院　（富良野協会病院））

滑滑４月３０日オープン４月３０日オープンすす
る中心街活性化セ　る中心街活性化センン
ター（ふらっと　ター（ふらっと））
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え
ま
す
が
、
財
政
的
に
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
、
実
施
計
画
中
期
（
平

成　

年
→　

年
度
）
最
終
年
度
の

１７

１９

本
年
は
、
事
業
の
中
止
や
見
直
し

を
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　

以
下
、
本
年
度
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
、
総
合
計
画
の
６
つ
の

項
目
に
分
け
て
、
そ
の
概
要
を
ご

説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
　

健
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

地
方
分
権
、
三
位
一
体
の
改
革

が
進
む
中
、
自
主
自
立
の
確
立
と

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム

を
め
ざ
し
、
市
民
と
行
政
が
情
報

を
共
有
し
、
市
民
の
目
線
に
立
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

情
報
の
共
有
と
市
民
参
加

　

社
会
経
済
状
況
の
変
革
と
多
様

化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
政
策
の

的
確
か
つ
積
極
的
な
選
択
に
よ
っ

て
行
政
効
果
を
よ
り
一
層
高
め
、

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
政
と
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

情
報
の
共
有
と
市
民
参
加
は
そ

の
基
本
と
な
り
、
広
聴
広
報
活
動

を
通
じ
て
多
く
の
行
政
情
報
の
提

供
を
行
う
こ
と
で
対
話
と
参
加
意

識
の
醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー

ル
条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

が
ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
加

す
る
手
続
き
と
し
て
実
施
し
て
お

り
、
今
後
と
も
実
践
を
積
み
重
ね
、

市
民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、
行

動
す
る
土
壌
づ
く
り
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
内
会
や
連
合
会

な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
図

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
懇

談
会
の
開
催
や
自
主
的
な
活
動
の

積
極
的
な
支
援
を
通
じ
、
市
民
が

地
域
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
、
話

し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
「
共
助
」、「
協
働
」
す

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

情
報
化
の
推
進

　

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ

ム
（
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
、
事
務
処
理
の
効
率
化
、
迅

速
化
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
行
政

　

圏
域
町
村
の
自
主
性
を
尊
重
し

つ
つ
、
連
携
と
協
力
の
も
と
、
圏

域
の
一
層
の
発
展
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

心
豊
か
に
学
び
あ
う

ま
ち
づ
く
り

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
学
び
続
け
、
自
ら
の
資

質
を
高
め
、
生
き
が
い
の
あ
る
充

実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
郷
土
に
根
ざ
し
た
個
性

あ
ふ
れ
る
、
人
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習

　

高
度
化
、
多
様
化
す
る
市
民
の

学
習
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
学
習
活

動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
富
良

野
の
豊
か
な
森
林
を
生
か
し
、
環

境
教
育
や
自
然
体
験
学
習
、
森
林

を
活
用
し
た
事
業
を
実
施
し
、
学

習
の
機
会
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
き
ま
し
て

は
、
男
女
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

し
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
個
性
と

能
力
が
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
、「（
仮
称
）

富
良
野
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　122億６千万円（前年比5.1％減）

地方交付地方交付税税

46億6,00446億6,004万万円円

市市税税
24億2,629万24億2,629万円円

国庫支出国庫支出金金
12億548万12億548万円円

市市債債
6億4,720万6億4,720万円円

道支出道支出金金
6億3,149万6億3,149万円円

諸収諸収入入
5億8,876万5億8,876万円円

そのその他他
21億74万21億74万円円▲5.1％122億6,000万円一 般 会 計

11.3％31億4,500万円国民健康保険

特

別

会

計

▲3.3％14億6,350万円介 護 保 険

▲3.1％30億6,350万円老 人 保 健

▲33.3％2,200万円公設卸売市場

▲15.2％7億8,860万円下水道事業

▲8.0％1億960万円簡易水道事業

0.1％85億9,220万円計

※平成１８年度９月補正後対比

一般会計

歳入
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平成１９年度　富良野市一般会計　　

学
校
教
育

　

少
子
化
に
よ
る
児
童
生
徒
の
減

少
な
ど
教
育
環
境
の
変
化
に
対
応

し
て
い
く
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

の
い
じ
め
、
不
登
校
、
虐
待
な
ど

に
つ
い
て
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
関

係
機
関
・
団
体
等
が
相
互
に
連
携

し
、
適
切
な
対
応
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

社
会
教
育

　

子
ど
も
の
教
育
の
原
点
は
家
庭

に
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
の
教
育
力

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
家

庭
の
教
育
機
能
を
高
め
る
た
め
、

親
と
子
の
絆
を
深
め
る
事
業
、
家

庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
、
教
育
相
談
な

ど
の
事
業
を
関
係
機
関
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

芸
術
・
文
化

　

郷
土
に
根
ざ
し
た
個
性
と
魅
力

あ
る
市
民
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
、

市
民
の
自
主
的
な
文
化
活
動
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

　

４
年
目
に
な
り
ま
す
ス
キ
ー
の

甲
子
園
、「
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス

キ
ー
大
会
」
の
成
功
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
際
交
流

　

市
民
の
主
体
的
な
国
際
交
流
に

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
国
際
社

会
の
中
で
積
極
的
に
活
躍
で
き
る

青
少
年
の
育
成
を
め
ざ
し
、
小
学

生
の
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

安
全
で
安
心
し
て
　

暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

　

人
と
自
然
が
共
生
し
た
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
豊
か
な
自
然
環

境
の
保
全
と
快
適
な
生
活
環
境
の

向
上
を
め
ざ
し
た
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
の
減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル

　
「
燃
や
さ
な
い
・
埋
め
な
い
」
を

柱
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
環
境

負
荷
軽
減
を
図
る
た
め
、
ご
み
分

別
及
び
減
量
化
の
推
進
と
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
見
直
し
を

行
い
、
再
資
源
化
と
適
正
処
理
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
分
担
処
理
に
よ
り
、

資
源
の
有
効
利
活
用
と
効
率
的
な

ご
み
処
理
を
進
め
る
と
と
も
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
再
資
源
化
の
充
実
を
図
り
、
環

境
教
育
の
場
と
し
て
啓
蒙
普
及
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分

別
見
直
し
に
よ
り
、「
ご
み
分
別
の

手
引
き
」
を
改
訂
し
、
全
戸
配
布

を
行
い
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

埋
立
処
分
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

被
覆
シ
ー
ト
の
補
修
を
行
い
、
適

正
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
整
備

　
　

カ
年
計
画
の
最
終
年
度
と
し

１０
て
引
き
続
き
設
置
に
対
す
る
補
助

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
防
災

　

災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る
と

と
も
に
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
、

防
災
知
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

治　

水

　

国
の
直
轄
事
業
と
し
て
石
狩
川

改
修
関
連
工
事
の
一
連
と
し
て
空

知
川
河
川
整
備
が
継
続
事
業
で
実

施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
が
行
う
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
西
達
布
川
の
改
修
工
事
、

布
部
川
及
び
ポ
ン
布
部
川
の
砂
防

工
事
、
さ
ら
に
富
良
野
川
河
川
改

修
の
関
連
工
事
と
し
て
、
ベ
ベ
ル

イ
川
及
び
東
８
線
川
の
改
修
工
事

を
継
続
事
業
で
実
施
の
予
定
で
あ

り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

　
「
第
８
次
富
良
野
市
交
通
安
全

計
画
」
に
基
づ
き
、
交
通
事
故
の

な
い
住
み
良
い
地
域
社
会
の
構
築

を
め
ざ
し
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
し
、
交
通
安
全
思
想
の
啓
蒙

普
及
や
道
路
交
通
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

消
費
生
活
対
策

　

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

消
費
生
活
相
談
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
巧
妙
か
つ
悪
質
化
す
る

民生民生費費

30億8,51930億8,519万万円円

衛生衛生費費

18億1,86318億1,863万万円円

土木土木費費
15億7,503万15億7,503万円円公債公債費費

15億7,429万15億7,429万円円

教育教育費費
10億7,510万10億7,510万円円

総務総務費費
10億6,425万10億6,425万円円

農林業農林業費費
9億8,768万9億8,768万円円

消防消防費費
4億4,032万4億4,032万円円

商工商工費費
4億3,515万4億3,515万円円

そのその他他
2億436万2億436万円円

4.6％6億2,840万円水 道 事 業企

業

会

計

0.4％7億8,570万円ワイン事業

2.2％14億1,410万円計

平成１９年度予算額

総額222億6,630万円
（前年比2.7％減）

一般会計

歳出
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ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
、
地
域
ぐ
る
み
、
職
場
ぐ
る

み
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
域
医
療
の
充
実

　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
は
５
月
１

日
移
転
開
院
い
た
し
ま
す
が
、
富

良
野
圏
域
２
次
医
療
圏
の
中
核
医

療
機
関
と
し
て
、
圏
域
の
医
療

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
医
療
体
制
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
医
療

及
び
救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
改

築
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
沿

線
町
村
と
と
も
に
開
放
型
病
床
設

置
と
高
度
医
療
機
器
の
導
入
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
化
の
進
展
、
慢
性
疾
患
患
者

中
心
の
疾
病
構
造
の
変
化
、
医
療

技
術
の
高
度
化
な
ど
に
と
も
な
い
、

医
療
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
複
雑
、

多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
地
域
医
療
計
画
に
よ
り
、
住

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
医

療
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
医
療
送
迎
車
の
運
行
に

つ
き
ま
し
て
は
、
交
通
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
の
通
院
の
た
め
、
最
寄

の
公
共
交
通
機
関
ま
で
距
離
が
あ

る
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
送
迎

車
等
を
運
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
・
医
療
給
付

　

市
民
の
健
康
保
持
増
進
、
福
祉

の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
健
康

づ
く
り
の
啓
発
、
生
活
習
慣
病
予

防
対
策
と
し
て
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
事
業
、
各
種
検
診
事
業
、
レ
セ

プ
ト
点
検
の
強
化
な
ど
を
実
施
し
、

医
療
費
の
抑
制
な
ど
に
よ
る
国
民

健
康
保
険
事
業
の
健
全
運
営
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
給
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

老
人
保
健
、
老
人
医
療
、
重
度
心

身
障
が
い
者
医
療
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
、
乳
幼
児
医
療
に
つ
い
て
、

医
療
費
の
助
成
を
通
し
て
負
担
軽

減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

新
た
な
高
齢
者
の
医
療
制
度
と

し
て
、
平
成　

年
４
月
よ
り
道
内

２０

す
べ
て
の
市
町
村
が
加
入
し
、
広

域
連
合
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す

の
で
、
被
保
険
者
の
資
格
管
理
な

ど
、
関
連
す
る
事
務
事
業
体
制
の

整
備
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

地
域
福
祉

　

す
べ
て
の
市
民
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

福
祉
関
連
施
策
の
仕
組
み
づ
く
り

を
通
し
て
、
地
域
福
祉
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
支

え
助
け
合
い
活
動
へ
の
幅
広
い
参

加
を
推
進
し
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
・
子
育
て
・
生
活
者
支
援
な
ど

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組
み
、

生
き
が
い
が
実
感
で
き
る
地
域
づ

心豊かに学びあうまちづく心豊かに学びあうまちづくりり

91千円男女共同参画推進事業

1,800千円学校教育アドバイザー配置

3,440千円社会科副読本作成

2,205千円小学校施設耐震化優先度調査

6,820千円
山部中学校屋内運動場屋根塗
装

69千円子ども未来づくり事業

5,500千円
NPO法人ふらの体育協会補
助金

3,500千円
東山パークゴルフ場駐車場整
備事業

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
と
啓
蒙

普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
対
策

　

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
関
係
機

関
・
団
体
、
地
域
と
連
携
し
、
犯

罪
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「（
仮
称
）
富
良
野
市
地
域
安
全
条

例
」
を
制
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
心
が
つ

く
る
健
康
な
ま
ち
づ

く
り

　

す
べ
て
の
世
代
の
人
々
が
、
と

も
に
助
け
合
い
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
保

健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携

を
強
め
、
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
の
保
持
増
進

　

健
康
で
あ
り
た
い
と
の
思
い
は
、

す
べ
て
の
市
民
に
と
っ
て
共
通
の

願
い
で
あ
り
ま
す
。
健
康
増
進
や

生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
を
め

ざ
し
、
市
民
が
主
体
的
に
行
う
生

活
習
慣
改
善
の
取
り
組
み
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

予
定
の
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー

の
施
設
機
能
を
生
か
し
、
市
民
が

自
ら
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
保
ヘ

主な事業と予算額
（６つの施策別）
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みんなでつくる健全なまちづくみんなでつくる健全なまちづくりり

4,570千円地域づくり推進費

500千円移住促進事業

156千円
富良野広域連合準備委員会負
担金

を
行
い
、
市
民
に
対
す
る
安
心
と

健
康
保
持
・
増
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

創
造
性
豊
か
な
産
業

を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
、
肥
沃

な
大
地
で
営
ま
れ
る
農
業
と
観
光

が
密
接
に
連
携
し
、
地
産
地
消
の

推
進
や
資
源
の
効
果
的
な
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
時
代
に
適
合
し

た
創
造
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を

は
じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
よ

り
密
接
な
連
携
を
図
り
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

農　

業

　

本
市
の
農
業
は
、
高
い
生
産
基

盤
に
支
え
ら
れ
て
発
展
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
安
全
で
高
品
質
な

農
畜
産
物
の
生
産
基
地
と
し
て
、

消
費
者
の
信
頼
に
応
え
る
生
産
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
の
育
成
確
保
に
つ
き
ま

し
て
は
、
経
営
感
覚
に
優
れ
た
人

材
の
育
成
に
向
け
、
経
営
改
善
支

援
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
遊
休
農
地
発

生
防
止
や
生
産
性
向
上
、
集
落
営

農
の
促
進
な
ど
、
地
域
農
業
の
担

い
手
育
成
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

児
童
福
祉

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、

少
子
化
が
一
段
と
進
む
中
、
働
く

女
性
が
仕
事
の
両
立
が
で
き
、
子

ど
も
が
健
や
か
に
育
っ
て
い
け
る

職
場
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
企
業

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
き
各
事

業
所
に
対
し
て
、
支
援
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
通
園
セ
ン
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
発
達
に
遅
れ
の
あ
る

幼
児
の
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本

動
作
の
習
得
や
集
団
生
活
に
適
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
新
事
業
体
系
に

移
行
し
ま
す
。
利
用
者
負
担
に
つ

き
ま
し
て
は
、
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
定
額

制
に
改
正
し
負
担
の
軽
減
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
児
童
厚
生
員
を
３
名
体
制

と
し
、
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
開

所
時
間
の
拡
大
を
図
り
、
児
童
の

健
全
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
（
児
）
福
祉

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、

必
要
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者

（
児
）の
能
力
や
適
性
に
応
じ
た
柔

軟
な
形
態
に
よ
る
地
域
生
活
支
援

事
業
の
拡
充
に
努
め
、
地
域
生
活

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
衆
浴
場
確
保
対
策

　

民
間
浴
場
の
確
保
の
た
め
支
援

安全で安心して暮らすまちづく安全で安心して暮らすまちづくりり

3,994千円
ごみ減量と資源リサイクル推
進

17,057千円合併処理浄化槽設置整備事業

164千円避難所標識設置

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
在
宅
の
高

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
心

豊
か
に
生
活
で
き
る
よ
う
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
各
種
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
高
齢
者
元
気
づ
く
り

事
業
・
い
き
い
き
事
業
を
継
続
し
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
積
極
的
に
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

老
人
福
祉
法
及
び
介
護
保
険
法

の
改
正
に
よ
り
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
お
い
て
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、新
型
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
外

部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
特
定
施
設
入

居
者
生
活
介
護
施
設
）
へ
転
換
し
、

新
た
な
機
能
づ
く
り
を
図
る
と
と

も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
な

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

　

第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

基
づ
き
、
健
全
な
保
険
財
政
を
維

持
し
、
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
管
理
者
を
配
置
し
、
新
予

防
給
付
事
業
及
び
地
域
支
援
事
業

の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
包
括
的
、
継
続
的
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
図
る
た
め
、
介
護

支
援
専
門
員
や
民
生
委
員
児
童
委

員
を
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふれあいの心がつくる健康なまちふれあいの心がつくる健康なまちづづくくりり

3,000千円福祉のまちづくり事業

9,000千円福祉バス（くまげら号）更新

444,870千円障害者自立支援

18,639千円学童保育センター運営

746,912千円地域センター病院改築助成

7,841千円後期高齢者医療事業

397千円高齢者医療送迎車運行

5,047千円国保ヘルスアップ事業
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ま
た
、
農
地
流
動
化
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
農
地
の
集
積
を
促

進
す
る
た
め
、
農
地
取
得
時
の
資

金
借
入
に
対
す
る
利
子
助
成
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
生
産
者
の

経
営
安
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

安
全
安
心
農
業
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
業
者
自
ら
が
生
産

活
動
履
歴
を
公
表
し
て
、
消
費
者

の
信
頼
を
確
保
す
る
適
正
農
業
規

範
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
に
取
り
組
む
農
業

者
及
び
団
体
の
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
農
業
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
強
い
農
業
づ
く
り
事

業
、
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備

事
業
及
び
防
衛
施
設
周
辺
農
業
用

施
設
設
置
事
業
に
よ
り
、
生
産
施

設
や
農
業
機
械
の
整
備
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
農
作
物
の
安
定
作
付

確
保
に
向
け
て
、
馬
鈴
し
ょ
防
除

推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

持
続
的
農
業
・
農
村
づ
く
り
促

進
特
別
対
策
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
平
成　

年
度
ま
で
実
施
し
て

１７

い
た
食
料
環
境
基
盤
緊
急
確
立
対

策
事
業
に
引
き
続
き
、
生
産
基
盤

の
整
備
促
進
に
向
け
て
、
農
業
者

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
エ
ゾ

シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
猟
友
会
に
対
し
て

の
支
援
、
ハ
ン
タ
ー
の
育
成
に
努

め
、
個
体
数
の
適
正
管
理
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

林　

業

　

引
き
続
き
民
有
林
育
成
推
進
事

業
に
よ
る
森
林
整
備
を
進
め
、
森

林
資
源
の
質
的
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
産
材
の
利
用
拡
大
に

あ
た
っ
て
は
、
関
係
機
関
・
団
体

と
の
連
携
の
も
と
、
啓
蒙
普
及
に

努
め
、
林
産
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
参
加
に
よ
る
開

庁
１
０
０
年
記
念
植
樹
を
継
続
し

て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業

　

市
内
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、

金
融
・
融
資
の
円
滑
化
、
市
内
企

業
間
の
取
引
や
消
費
の
拡
大
に
よ

る
雇
用
の
創
出
な
ど
、
市
内
経
済

の
循
環
に
よ
り
、
波
及
効
果
を
高

め
、
経
済
基
盤
の
確
立
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
市
内
経
済
団
体

と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
新
商
品
開
発
の
促
進
支

援
、
市
内
で
の
消
費
拡
大
に
向
け

た
「
バ
イ
富
良
野
運
動
」
及
び
地

産
地
消
運
動
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
市
街
地
誘
致
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

観　

光

　

地
域
の
資
源
を
活
用
し
た
農
村

観
光
都
市
形
成
に
向
け
、
長
期
滞

在
型
観
光
地
の
環
境
整
備
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
外
の
観
光
客
が
「
四
季

折
々
に
一
人
歩
き
で
き
る
」
安
全

安
心
な
観
光
地
づ
く
り
の
た
め
、

「
国
内
観
光
振
興
計
画
」
を
市
民
、

関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
て
策
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
誘
致
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
内
は
も
と
よ
り
、

ア
ジ
ア
、
豪
州
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等

の
外
国
人
観
光
客
に
向
け
、
国
が

推
進
し
て
い
る
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
基
に
、
京
都

市
や
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
推

進
協
議
会
の
連
携
に
よ
り
宣
伝
啓

発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
観
光
地
域
づ
く
り
プ

自然を生かした快適なまちづく自然を生かした快適なまちづくりり

307,034千円
市道改良舗装事業（東４線、
西４条、北１丁目１ほか）

209,939千円
市道５区３線道路改良事業
（地域高規格道路関連）

3,389千円都市計画変更事業

80,199千円土地区画整理事業

24,503千円朝日通道路改良事業

1,500千円北斗町公園整備

112,971千円公共下水道事業

48,520千円
上水道事業（配水管整備・上
五区第４次拡張）

創造性豊かな産業を育むまちづく創造性豊かな産業を育むまちづくりり

137,369千円中山間地域等直接支払事業

523千円安全・安心農業推進事業

73,310千円強い農業づくり事業

44,625千円
防衛施設周辺農業用施設設置
事業

14,011千円
持続的農業・農村づくり促進
特別対策事業

1,273千円有害鳥獣駆除対策事業

400千円地産地消事業

15,615千円企業振興促進補助事業
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ラ
ン
」、「
観
光
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

に
よ
り
交
通
ア
ク
セ
ス
や
国
際
観

光
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

雇　

用

　

熟
年
者
か
ら
若
年
者
へ
の
技
術

伝
承
、
人
材
育
成
及
び
地
域
資
源

を
活
用
す
る
企
業
等
の
事
業
拡
大

に
よ
る
、
雇
用
の
拡
大
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
市
内
経
済
団
体

で
構
成
す
る
「
循
環
型
経
済
活
性

化
促
進
協
議
会
」
が
中
心
と
な
り
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
地
域
雇
用
開
発
活
性

化
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
団

塊
の
世
代
誘
致
雇
用
対
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ワ
イ
ン
事
業

　

消
費
の
動
向
は
経
済
、
社
会
の

要
因
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
環
境

に
あ
り
ま
す
が
、
消
費
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
各
種
事
業
に
よ
り
市
民
と
の

繋
が
り
を
強
め
、
熟
成
ワ
イ
ン
の

宣
伝
な
ど
販
売
拡
大
を
図
り
、
富

良
野
の
特
産
品
と
し
て
特
色
あ
る

製
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

原
料
ぶ
ど
う
の
栽
培
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
た
な
品
種
導
入
試
験

を
進
め
る
と
と
も
に
、
栽
培
農
家
、

指
導
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
さ

ら
な
る
良
質
ぶ
ど
う
の
生
産
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
設
地
方
卸
売
市
場

　

市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
鮮

食
料
品
の
安
全
・
安
心
な
供
給
の

安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
場

会
計
の
健
全
化
に
向
け
て
効
率
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

自
然
を
生
か
し
た
　

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
快
適
な

都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

道
路
整
備

　

安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
及
び

道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、

国
道
・
道
道
・
市
道
相
互
の
連
携

を
図
り
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
人
に
優
し
い
道
づ
く
り
、
景
観

に
配
慮
し
た
道
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成　

年
に
工
事
が

１８

着
手
さ
れ
、
本
年
度
は
計
画
予
定

区
域
の
用
地
買
収
を
進
め
、
引
き

続
き
水
車
川
橋
の
橋
梁
工
事
と
五

区
西
側
線
付
け
替
え
工
事
、
並
び

に
四
線
川
橋
下
部
工
事
を
実
施
の

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

国
の
直
轄
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
空
知
橋
の
一
部
拡
幅
、
国

道　

号
の
若
葉
交
差
点
及
び
北
の

３８
峰
交
差
点
の
改
良
と
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
並
び
に
街
路
樹
の
植
栽

を
引
き
続
き
実
施
し
、
併
せ
て
緑

町
交
差
点
改
良
工
事
を
本
年
度
か

ら
実
施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

道
が
行
う
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
山
部
北
の
峰
線
、
東
山
富
良

野
停
車
場
線
、
麓
郷
山
部
停
車
場

線
、
奈
江
富
良
野
線
の
４
路
線
の

道
路
改
良
事
業
を
継
続
実
施
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

市
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

東
４
線
、
西
４
条
の
２
路
線
が
事

業
完
了
で
あ
り
、
北
１
丁
目
１
及

び
地
域
高
規
格
道
路
富
良
野
道
路

関
連
で
５
区
３
線
の
道
路
改
良
舗

装
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
安
全
性
・
快
適
性
の
向
上

に
向
け
た
道
路
舗
装
、
側
溝
改
良

等
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

交
通
機
関

　

高
齢
者
や
学
生
等
日
常
生
活
上

不
可
欠
で
あ
る
バ
ス
路
線
の
維
持

対
策
と
し
て
、
事
業
者
に
対
し
路

線
維
持
費
の
補
助
を
行
う
と
と
も

に
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

に
向
け
た
広
報
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

上
水
道

　

安
全
で
安
心
な
飲
料
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
引
き
続
き
上
五

区
地
区
の
第
４
次
拡
張
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

配
水
管
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

市政・教育執行方針と
予算の概要

創造性豊かな産業を育むまちづく創造性豊かな産業を育むまちづくりり

3,500千円
富良野・美瑛キャンペーン推
進事業

1,250千円閑散期観光推進事業
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て
は
、
配
水
管
未
整
備
の
解
消
を

図
る
た
め
、
継
続
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
山
部
地
区
の
配
水
管
新
設
工

事
を
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

下
水
道

　

快
適
な
環
境
保
全
に
努
め
る
と

と
も
に
、
富
良
野
市
水
処
理
セ
ン

タ
ー
の
屋
根
・
外
壁
塗
装
等
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

汚
水
管
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
学
田
三
区
の
汚
水
管
新
設

工
事
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

汚
水
管
の
整
備
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

公
園
・
緑
地

　

公
園
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
と
し

ま
し
て
、
公
園
ト
イ
レ
の
水
洗
化

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
緑
化
事

業
を
継
続
し
て
実
施
し
、
快
適
な

生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、（
仮
称
）
北
斗
町
公
園
の

整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
関
係
団
体
と
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

公
営
住
宅

　

緑
ヶ
丘
団
地
の
水
洗
化
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
火
災
警
報
器
取

付
、
屋
根
張
替
え
及
び
屋
根
・
外

壁
塗
装
な
ど
計
画
的
に
実
施
し
、

居
住
環
境
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

都
市
計
画

　
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」、

「
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、開
発
及

び
保
全
の
方
針
」
に
基
づ
き
、
秩

序
あ
る
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推

進
を
図
る
た
め
、
用
途
地
域
の
見

直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

冬
の
暮
ら
し

　

冬
期
間
の
交
通
確
保
や
安
全
確

保
の
た
め
、
市
民
の
協
力
の
も
と
、

除
排
雪
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
消
融
雪
施
設
の
普
及
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

中
心
市
街
地　

　

駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
障
物
件
移

転
補
償
の
終
了
、
区
画
道
路
整
備

及
び
街
路
事
業
の
朝
日
通
道
路
改

良
工
事
の
完
了
に
向
け
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
道
が
施
行
す
る
駅
前
広

場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
完
了
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

富
良
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成　

年
度
の
策
定
時
に
定
め
た
区

１３
域
を
対
象
と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
都
市
形
成
に
向
け
、
新
た
な
計

画
を
関
係
機
関
・
団
体
、
商
店
街

等
と
の
連
携
に
よ
り
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

　

国
の
経
済
は
、
世
界
経
済
の
回

復
が
着
実
に
続
く
中
、企
業
部
門
・

家
計
部
門
と
も
改
善
が
続
き
、
国

の
構
造
改
革
の
加
速
・
深
化
と
政

府
・
日
本
銀
行
の
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
等
に
よ
り
、
物
価
の
安

定
の
下
で
の
自
立
的
・
持
続
的
な

経
済
成
長
が
実
現
す
る
と
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
間
で
の

景
気
の
回
復
に
ば
ら
つ
き
が
み
ら

れ
、
地
方
に
と
っ
て
は
未
だ
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
地
方
財
政
は
、

地
方
税
収
入
や
地
方
交
付
税
の
原

資
と
な
る
国
税
収
入
の
大
幅
な
増

加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
公
債

費
が
依
然
高
水
準
で
あ
る
こ
と
や

社
会
保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
な

ど
に
よ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

地
方
の
財
源
が
不
足
す
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　

国
の
地
方
財
政
対
策
、
並
び
に

地
方
財
政
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
算
の
概
要
の
中
で
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
地
方
財
政
制

度
の
見
直
し
が
推
し
進
め
ら
れ
る

中
に
お
い
て
、
地
方
税
、
地
方
交

付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
、
地
方

譲
与
税
な
ど
を
合
わ
せ
た
一
般
財

源
総
額
も
、
前
年
度
を
上
回
る
額

が
確
保
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
景
気
回
復
に
よ
る
地
方
税

の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
小
規
模

市
町
村
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き

一
般
財
源
確
保
が
非
常
に
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

国
の
地
方
財
政
対
策
な
ど
を
踏
ま

え
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ

ム
を
確
立
す
る
た
め
、
人
件
費
の

縮
減
を
は
じ
め
、
積
極
的
な
行
財

政
改
革
の
推
進
の
下
、
さ
ら
な
る

見
直
し
に
よ
る
歳
出
の
抑
制
と
重

点
化
を
進
め
、
富
良
野
市
総
合
計

画
の
７
年
目
と
し
て
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
施
策
や
義
務
教
育
、
地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
も
配
慮

し
、
財
政
調
整
基
金
の
運
用
な
ど

に
よ
り
、
予
算
の
編
成
を
行
っ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成　

年
度
の
予
算
規
模
は

１９

　

一
般
会
計

　
　
　

１
２
２
億
６
０
０
０
万
円

　

特
別
会
計

　
　
　
　
　
　

億
９
２
２
０
万
円

８５

　

企
業
会
計

　
　
　
　
　
　

億
１
４
１
０
万
円

１４

　

合　
　

計　

　

２
２
２
億
６
６
３
０
万
円
で
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
予
算
総
額
は
、
骨

格
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
い
た

し
ま
す
と
、
３
・
９
%
の
増
で
あ

り
ま
す
。
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適
応
指
導
教
室
の
開
設
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

富
良
野
市
少
年
育
成
協
議
会

　

い
じ
め
、
不
登
校
、
虐
待
、
安

全
対
策
な
ど
の
問
題
に
対
し
、
学

校
、
P
T
A
、
関
係
機
関
・
団
体

が
相
互
に
連
携
し
て
適
切
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
学
校

の
生
徒
指
導
に
つ
き
ま
し
て
は
、

教
育
相
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

充
実
を
図
り
、
問
題
行
動
の
未
然

防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

危
機
管
理

　

学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
防
止
、

登
下
校
時
の
通
学
路
の
安
全
対
策

な
ど
を
保
護
者
、
地
域
、
関
係
団

体
等
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
学
校
に
お
け
る
危
機
管
理

体
制
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

特
別
支
援
教
育

　

軽
度
発
達
障
が
い
を
含
め
た
障

基
本
的
な
考
え
方

　

今
日
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
中

で
、
情
報
化
、
国
際
化
が
加
速
し
、

時
代
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、

地
方
分
権
の
一
層
の
進
展
や
教
育

制
度
改
革
に
よ
り
、
社
会
環
境
が

大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
改
革
の
流
れ
の

中
で
、
子
ど
も
達
の
学
習
意
欲
、

規
範
意
識
、
道
徳
心
そ
し
て
体
力

の
低
下
な
ど
喫
緊
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
と
っ

て
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
、
学
力
の
基

礎
・
基
本
の
着
実
な
定
着
を
図
る

と
と
も
に
、
他
人
を
思
い
や
る
心
、

命
を
大
切
に
す
る
心
、
正
義
感
や

公
正
さ
を
重
ん
ず
る
な
ど
の
豊
か

な
心
、
さ
ら
に
は
自
己
実
現
を
め

ざ
し
た
生
き
る
力
の
育
成
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
教
育
の
原
点

で
あ
る
「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和

の
と
れ
た
着
実
な
育
成
と
そ
れ
を

支
え
る
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
、
相
互
に
連
携
を
図
っ
て
学

校
教
育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心

身
と
も
に
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に

は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け

て
自
ら
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
動
き
を
的
確

に
把
握
し
て
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
創
造
す
る
た
め
の
基
盤
と
な

り
ま
す
社
会
教
育
、
芸
術
・
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
・
発
展
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

　

学
習
指
導
要
領
に
示
す
基
礎
・

基
本
を
重
視
し
、
個
性
を
生
か
す

教
育
課
程
の
充
実
や
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
通
し
、

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
学
ぶ
意

欲
や
主
体
的
に
判
断
す
る
力
な
ど
、

確
か
な
学
力
や
豊
か
な
心
を
育
む

教
育
環
境
づ
く
り
を
よ
り
一
層
図

る
た
め
に
、
新
た
に
学
校
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
学
校
と

の
連
携
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
年
は
文
部
科
学
省
の

「
平
成　

年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

１９

況
調
査
に
関
す
る
実
施
要
領
」
に

基
づ
き
、
学
力
調
査
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

学
校
再
編

　

児
童
生
徒
の
集
団
活
動
を
通
し

て
社
会
性
、
協
調
性
、
自
立
性
な

ど
を
培
う
教
育
環
境
を
整
え
る
た

め
、
引
き
続
き
地
域
、
学
校
関
係

者
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
児
教
育

　

子
育
て
支
援
や
幼
児
教
育
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
預
か
り
保

育
奨
励
補
助
、
障
が
い
児
教
育
補

助
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
補
助

に
よ
り
、
就
園
機
会
の
拡
充
と
保

護
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

心
の
教
育

　

基
本
的
な
判
断
や
行
動
、
他
人

を
思
い
や
る
心
な
ど
、
豊
か
な
心

を
育
て
る
道
徳
教
育
を
充
実
し
、

い
じ
め
の
な
い
安
全
で
安
心
な
学

校
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、

教
育
行
政
執
行
方
針

市政・教育執行方針と
予算の概要
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が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
や

社
会
参
加
に
向
け
て
、
専
門
家

チ
ー
ム
を
組
織
す
る
と
と
も
に
、

学
校
、
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力

し
あ
う
特
別
支
援
連
携
協
議
会
を

設
置
し
、
適
切
な
教
育
支
援
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
特
別
支
援
教
室　

学
３０

級
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
扇
山

小
学
校
の
こ
と
ば
の
教
室
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

総
合
学
習

　

郷
土
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
、

環
境
、
演
劇
な
ど
を
学
習
教
材
と

し
て
活
用
し
、
体
験
学
習
な
ど
を

含
め
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
教

育
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育

　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
勤
労

観
・
職
業
観
の
育
成
を
図
る
た
め
、

受
入
事
業
所
や
関
係
機
関
と
連
携

を
深
め
勤
労
体
験
や
職
業
体
験
学

習
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

食　

育

　

食
は
健
康
の
源
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
望
ま
し
い
食
習
慣
や
食

の
大
切
さ
が
分
か
る
食
育
指
針
を

策
定
し
、
食
育
の
推
進
を
家
庭
、

関
係
機
関
、
関
係
団
体
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

情
報
教
育

　

樹
海
小
学
校
、
樹
海
中
学
校
の

教
育
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
更
新
、

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
図
り
、
学

習
活
動
の
充
実
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
活
用
能
力
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
図
書

　

計
画
的
に
図
書
資
料
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
市
立
図
書
館
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ

ク
を
活
用
し
た
、「
朝
の
一
斉
読

書
」、「
読
み
聞
か
せ
会
」
な
ど
、

児
童
生
徒
の
読
書
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
理
解
教
育

　

英
語
に
慣
れ
親
し
み
、
日
常
会

話
や
外
国
の
文
化
、
生
活
、
習
慣

な
ど
を
学
ぶ
た
め
に
、
引
き
続
き

外
国
語
指
導
助
手
２
名
を
小
中
学

校
に
派
遣
し
、
英
語
力
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
等
学
校
教
育

　

中
学
校
の
進
路
指
導
や
高
校
教

育
の
充
実
、
さ
ら
に
は
中
・
高
が

相
互
に
連
携
し
た
教
育
振
興
を
め

ざ
し
て
富
良
野
市
中
高
学
校
経
営

連
絡
協
議
会
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
就
学
資
金
の
活
用
や

高
等
学
校
バ
ス
通
学
費
補
助
を
実

施
し
、
教
育
機
会
の
拡
充
、
保
護

者
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
教
育
施
設
の
整
備

　

山
部
中
学
校
屋
内
運
動
場
屋
根

塗
装
事
業
、
小
学
校
施
設
耐
震
化

事
業
な
ど
、
計
画
的
な
教
育
環
境

の
改
善
、
教
員
住
宅
の
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て

　

市
民
の
多
様
化
、
高
度
化
す
る

学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

生
涯
に
わ
た
る
自
主
的
な
学
習
活

動
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
第
５
次

社
会
教
育
中
期
計
画
に
基
づ
き
、

学
習
機
会
の
提
供
や
学
習
支
援
、

団
体
育
成
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
推
進
体
制
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

家
庭
教
育

　

教
育
の
原
点
は
家
庭
に
あ
り
ま

す
が
、
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
親
と
子
の
絆

を
深
め
る
事
業
の
推
進
や
家
庭
教

育
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、
家

庭
の
教
育
機
能
を
高
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
強
化

し
、
乳
・
幼
児
期
か
ら
の
家
庭
教

育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

青
少
年
教
育

　

子
ど
も
会
や
青
少
年
サ
ー
ク

ル
・
団
体
の
活
性
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
公
民
館
事
業
や
学
社
融

合
事
業
を
通
し
て
、
様
々
な
体
験

学
習
活
動
や
世
代
間
の
交
流
活
動

を
推
進
し
、
豊
か
な
人
間
性
や
た

く
ま
し
く
時
代
を
生
き
抜
く
力
を

育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、子
ど
も
の
目
線
か
ら「
ま

ち
づ
く
り
」
に
対
す
る
自
由
な
発

想
や
意
見
を
出
し
合
う
場
と
し
て

「
子
ど
も
未
来
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
仮
称
）」
を
開
催
し
、
次
代
を

担
う
青
少
年
の
育
成
を
図
る
と
と

も
に
、
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
非
行
の
未
然
防
止
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

成
人
教
育

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習

機
会
の
提
供
を
は
じ
め
、
市
民
の

学
習
活
動
に
対
す
る
支
援
や
女
性

団
体
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

高
齢
者
教
育

　

生
き
が
い
と
心
の
豊
か
さ
を
高

め
る
こ
と
ぶ
き
大
学
の
充
実
や
学

習
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
豊

富
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
地

域
活
動
へ
の
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
世
代
間
交
流
な
ど
の
社

会
参
加
活
動
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

芸
術
文
化
の
振
興

　

郷
土
に
根
ざ
し
た
個
性
と
魅
力

あ
る
市
民
文
化
の
創
造
を
め
ざ
し
、

市
民
総
合
文
化
祭
な
ど
の
交
流
・

発
表
、
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
へ

の
参
加
促
進
な
ど
、
自
主
的
な
文

化
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
芸
術
文
化
の
向
上
と
市

民
の
創
造
的
な
文
化
活
動
の
た
め

に
富
良
野
演
劇
祭
や
北
海
道
舞
台

塾
事
業
な
ど
を
開
催
し
、
富
良
野

演
劇
工
場
を
拠
点
と
し
た
文
化
の

発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
財
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郷
土
の
歴
史
と
文
化
の
発
展
の

礎
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
市
民
共

有
の
財
産
と
し
て
文
化
財
の
保
護

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
高
規
格
道
路
工
事

予
定
地
内
の
遺
跡
の
所
在
及
び
範

囲
確
認
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
東
大
演
習
林
と
共
同
で
林
内

の
遺
跡
の
分
布
調
査
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
指
定
文
化
財
の
富

良
野
獅
子
舞
を
は
じ
め
山
部
獅
子

舞
、
富
良
野
弥
栄
太
鼓
な
ど
の
郷

土
芸
能
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

生
涯
学
習
の
原
点
で
あ
る
「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も
」

が
学
習
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し

た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
と
養

成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
然
観
察
会
、
自
然

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
子
ど
も
自
然
塾
な

ど
の
事
業
を
通
し
て
自
然
教
育
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

林
野
庁
と
協
定
し
て
整
備
し
た

「
太
陽
の
里
・
ふ
れ
あ
い
の
森
」
及

び
東
大
演
習
林
と
の
地
域
交
流
協

定
に
基
づ
い
て
整
備
し
た
「
東
大

演
習
林
神
社
山
」
の
自
然
観
察

コ
ー
ス
な
ど
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
自
然
体
験
学
習
や
森
林
を
活

用
し
た
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

図
書
館

　

富
良
野
地
区
の
中
核
的
な
図
書

館
と
し
て
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

適
応
し
た
図
書
及
び
図
書
資
料
の

充
実
を
図
り
、
読
書
活
動
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
・
児
童
を
対
象
と

し
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
や
健

診
時
の
親
子
読
書
会
な
ど
の
親
と

子
の
ふ
れ
あ
い
事
業
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

つ
い
て

　

市
民
の
健
康
や
体
力
づ
く
り
へ

の
関
心
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
健
康
で
充
実
し
た

市
民
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
生

涯
に
わ
た
り
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ

イ
フ
を
送
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り

ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
、
よ
り

質
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
の
提
供
を
N

P
O
法
人
ふ
ら
の
体
育
協
会
と
と

も
に
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
学
習
意
欲
を
高

め
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
第

5
次
社
会
体
育
中
期
計
画
に
基
づ

き
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体

　

競
技
力
の
向
上
及
び
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
N

P
O
法
人
ふ
ら
の
体
育
協
会
や
各

種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
向
け

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
事
業

　

体
育
指
導
員
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
協
力
を
得
て
、
各
種
事
業
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
本
年
度
は
、

北
海
道
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議

会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

競
技
ス
ポ
ー
ツ

　

N
P
O
法
人
ふ
ら
の
体
育
協
会

を
中
心
と
し
て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の

競
技
力
向
上
に
向
け
、
指
導
者
養

成
や
選
手
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
4
年
目
に
な
り
ま
す
全
国
高

等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会
を
継
続

し
て
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設

　

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
か
ら
競
技
ス
ポ
ー
ツ
ま

で
幅
広
く
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
施
設
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

公
認
有
料
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
中
心
街
活
性

化
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
と
連
携
し
施
設
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

市政・教育執行方針と
予算の概要
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伸　率

（ｄ/ｃ）

増　減

（ｄ）=
（ａ- ｃ）

平成１８年度

予算９月補

正後（ｃ）

伸　率

（当初予

算対比）

平成１８年度

当初予算

（ｂ）

平成１９年度

当初予算

（ａ）

会計区分

▲5.1％▲656,88212,916,8824.5％11,730,00012,260,000一般会計

11.3％320,0082,824,99219.1％2,641,0003,145,000国民健康保険特別会計

▲3.3％▲49,7001,513,2000.2％1,460,0001,463,500介護保険特別会計

▲3.1％▲99,3233,162,823▲2.9％3,154,1003,063,500老人保健特別会計

▲33.3％▲11,00033,000▲21.4％28,00022,000公設地方卸売市場事業特別会計

▲15.2％▲140,900929,500▲15.2％929,500788,600公共下水道事業特別会計

▲8.0％▲9,500119,100▲8.0％119,100109,600簡易水道事業特別会計

4.6％27,375601,0255.4％596,100628,400水道事業会計

5.0％21,075425,3256.2％420,400446,400　　収益的収入

5.0％21,075425,3256.2％420,400446,400　　　　　支出

▲22.4％▲12,90057,600▲22.4％57,60044,700　　資本的収入

3.6％6,300175,7003.6％175,700182,000　　　　　支出

0.4％3,000782,7000.4％782,700785,700ワイン事業会計

▲2.6％▲12,400469,000▲2.6％469,000456,600　　収益的収入

讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃
▲2.6％▲12,400讃讃讃讃讃讃

讃讃讃讃讃讃
468,000讃讃讃讃讃

讃讃讃讃讃
▲2.6％讃讃讃讃讃讃

讃讃讃讃讃讃
468,000讃讃讃讃讃讃

讃讃讃讃讃讃
455,600讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃

讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃讃
　　支出

讃讃讃讃讃讃
讃讃讃讃讃讃

0000　　資本的収入

4.9％15,400314,7004.9％314,700330,100　　支出

▲2.7％▲616,92222,883,2223.9％21,440,50022,266,300歳出合計

　

先
月
号
で
は
、
緊
縮
予
算
と
な
っ
た
一
般
会
計
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
各
会
計
の

予
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

各
会
計
予
算
総
額
は
、
2
2
2
億
6
6
3
0
万
円
、

前
年
度
9
月
補
正
後
予
算
（
当
初
予
算
は
、
市
長
改
選

期
で
骨
格
予
算
で
し
た
の
で
対
比
は
、
肉
付
後
と
し
ま

す
）
対
比
で
、
△
2
・
7
％
、
6
億
1
6
9
2
万
2
千

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

を
除
き
、
各
会
計
と
も
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、
地
方
が
自
由
に
使
え
る

一
般
財
源
総
額
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
都
市
部
に
お

け
る
地
方
税
の
増
加
が
大
き
な
要
因
で
、
本
市
に
お
い

て
は
景
気
な
ど
に
よ
る
市
税
の
自
然
増
が
見
込
ま
れ

ず
、
都
市
と
地
方
の
地
域
間
格
差
が
拡
大
す
る
中
、
地

方
交
付
税
で
も
新
型
交
付
税
の
導
入
で
、
本
市
で
2
千

8
百
万
円
（
総
務
省　

年
度
ベ
ー
ス
試
算
）
の
削
減
と

18

な
り
、
厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
も
3
億
2
０
０
０
万
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
て
お

り
、
今
後
は
、
引
き
続
き
行
政
内
部
で
の
経
費
の
削
減

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
将
来
に
向
け
た
課
題
に
対
応
し

つ
つ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
や
、
事
業
の
取
捨
選

択
を
行
い
、
自
立
し
た
健
全
な
財
政
運
営
を
め
ざ
し
ま

す
。

架
財
政
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
６

平
成
　
年
度

１９

　
　
予
算
概
要

※平成１８年度当初予算が、骨格予算のため、肉付後の９月補正後予算も合わせて対比しています。

（単位：千円）
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投
票
で
き
る
方

北
海
道
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙

　

昭
和　

年
４
月
９
日
ま
で
に
生

６２

ま
れ
た
方
で
、
平
成　

年　

月　

１８

１２

２９

日
ま
で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
て
、
４
月
８
日
ま
で
引

き
続
き
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
が

投
票
で
き
ま
す
。

道
内
の
他
の
市
町
村
に
転
出
し
た

場
合

・
投
票
日
前
日
ま
で
に
富
良
野
市

　

の
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る
。

・
投
票
日
当
日
、
富
良
野
市
の
投

　

票
所
で
投
票
す
る
。

・
転
出
先
の
市
町
村
で
不
在
者
投

　

票
す
る
。

※
投
票
日
前
日
ま
で
に
道
外
に
転
出

　

し
た
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

道
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
場
合

・
投
票
日
前
日
ま
で
に
前
住
所
地

　

の
市
町
村
の
期
日
前
投
票
所
で

　

投
票
。

・
投
票
日
当
日
、
前
住
所
地
の
市

　

町
村
の
期
日
前
投
票
所
で
投
票
。

期
日
前
投
票
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

（
直
接
投
票
に
な
り
封
筒
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
）

・
富
良
野
市
で
不
在
者
投
票
。

※
転
出
・
転
入
い
ず
れ
の
場
合
も
、

　

新
し
い
住
所
地
の
市
町
村
長
が

　

発
行
す
る
「
引
き
続
き
北
海
道

　

の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
旨

　

の
証
明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
町
村
の
窓
口
で
交
付
の
手
続

　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

富
良
野
市
議
会
議
員
選
挙

　

昭
和　

年
４
月　

日
ま
で
に
生

６２

２３

ま
れ
た
方
で
、
本
年
１
月　

日
ま

１４

で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
て
、
４
月　

日
現
在
ま
で
引

１４

き
続
き
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
が

投
票
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
投
票

日
前
日
（
４
月　

日
）
ま
で
に
他

２１

の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
方
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
入
場
券

　

投
票
入
場
券
は
、
住
民
票
に
記

載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
郵
送
し
ま

す
。
誤
っ
て
配
達
さ
れ
た
場
合
に

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

「
投
票
入
場
券
」
の
発
送
予
定
日

投
票
時
間

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、

次
の
表
の
投
票
所
は
投
票
終
了
時

刻
が
１
時
間
か
ら
４
時
間
繰
り
上

げ
に
な
り
ま
す
。

期
日
前
投
票

　

富
良
野
市
に
名
簿
登
録
さ
れ
て

い
る
方
の
不
在
者
投
票
は
、
原
則

と
し
て
「
期
日
前
投
票
」
と
な
り

ま
す
。

★
期
日
前
投
票
が
で
き
る
方

　

仕
事
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な

い
方
、
自
分
の
投
票
す
る
区
域
外

に
旅
行
や
滞
在
を
す
る
方
、
病
気

な
ど
で
歩
行
困
難
な
方
。

★
期
日
前
投
票
所
・
日
時

北
海
道
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙

市
役
所
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

　

３
月　

日
画
→
４
月
７
日
臥

２３

　

午
前
８
時　

分
→
午
後
８
時

３０

山
部
・
東
山
支
所

　

４
月
３
日
峨
→
４
月
７
日
臥

　

午
前
９
時
→
午
後
５
時

富
良
野
市
議
会
議
員
選
挙

市
役
所
（
１
階
ロ
ビ
ー
）

　

４
月　

日
俄
→
４
月　

日
臥

１６

２１

　

午
前
８
時　

分
→
午
後
８
時

３０

山
部
・
東
山
支
所

　

４
月　

日
峨
→
４
月　

日
臥

１７

２１

　

午
前
９
時
→
午
後
５
時

★
期
日
前
投
票
の
方
法

　

投
票
入
場
券
を
持
参
し
、
期
日

前
投
票
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

印
鑑
は
不
要
で
す
。
投
票
日
前
３

日
間
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
早
め
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

不
在
者
投
票

　

他
の
市
町
村
や
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
は

従
来
ど
お
り
で
き
ま
す
。

★
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
自
宅

な
ど
で
投
票
用
紙
に
記
載
し
、
郵

送
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
の
手
帳
、
ま
た
は
介
護

保
険
の
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
、
選
挙
管
理
委
員

会
が
発
行
し
た
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
を
持
っ
て
い
る
方
で
す
。
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
新
た
に

申
請
す
る
場
合
は
、
早
め
に
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

★
不
在
者
投
票
所
・
日
時

　

市
役
所
の
み
で
行
わ
れ
、期
間
・

時
間
は
期
日
前
投
票
と
同
じ
で
す

★
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

　

道
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定

し
た
病
院
や
施
設
な
ど
の
入
院
患

者
や
入
所
者
は
、
そ
の
施
設
で
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
市
内
の

指
定
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北
の
峰
病
院
・
ふ
ら
の
西
病
院
・

協
会
病
院
・
北
の
峯
ハ
イ
ツ
・
寿

光
園
・
老
人
保
健
施
設
ふ
ら
の

投
票
日
  ４
月
８
日
鰹日 
は

北北北北北北北北北北
海海海海海海海海海海
道道道道道道道道道道
知知知知知知知知知知
事事事事事事事事事事
・・・・・・・・・・
北北北北北北北北北北
海海海海海海海海海海
道道道道道道道道道道
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員
選選選選選選選選選選

北
海
道
知
事
・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

投
票
日
  ４
月
　
日
鰹日 
は

２２

富富富富富富富富富富
良良良良良良良良良良
野野野野野野野野野野
市市市市市市市市市市
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員
選選選選選選選選選選

富
良
野
市
議
会
議
員
選
挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
架
選
挙
管
理
委
員
会

拶
３
９
‐
２
３
２
４

島の下会館・八幡丘会館・平沢
集落センター

午後４時
終了

御園会館・山部南陽地区コミュ
ニティセンター・東山支所・西
達布集落センター・老節布会館

午後６時
終了

布部会館・布礼別集落センター・
麓郷集落センター・山部北星地
区コミュニティセンター

午後７時
終了

投票終了時間が繰り上げられる投票所 知
事
・
道
議

市　

議

３
月　

日
頃

２０

４
月　

日
頃

１２

」
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 地域活動レポート④

緑
町
第
５
町
内
会

　

緑
町
第
５
町
内
会
（
佐
藤
君
美

会
長
）
で
は
、
古
新
聞
や
古
雑
誌
、

空
き
瓶
の
有
価
物
回
収
事
業
を
長

年
に
わ
た
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
会
長
は
、「
会
長
の
引
き
継

ぎ
書
類
を
見
た
ら
昭
和　

年
代
か

４０

ら
回
収
事
業
が
始
ま
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
も
う　

年
以
上
も
行
っ

４０

て
い
る
ん
で
す
ね
。」と
歴
史
の
重

さ
に
驚
い
た
様
子
。

　

有
価
物
の
回
収
方
法
は
、
春
と

秋
の
年
２
回
、
各
家
庭
か
ら
古
新

聞
や
古
雑
誌
、
空
き
瓶
を
ち
び
っ

こ
広
場
に
持
ち
寄
る
も
の
で
、
運

べ
な
い
人
に
は
役
員
が
軽
ト
ラ
ッ

ク
で
取
り
に
行
く
な
ど
、
毎
回　
２０

人
前
後
の
人
た
ち
が
手
伝
い
な
が

ら
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
の
有
効

利
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
集

め
ら
れ
た
有
価
物
は
、
同
じ
町
内

の
あ
る
会
社
の
ト
ラ
ッ
ク
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
出
し
て
も
ら
い
、
市

内
の
業
者
に
持
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

有
価
物
回
収
で
生
ま
れ
た
収
益
金

は
町
内
会
の
財
源
に
あ
て
ら
れ
、

町
内
会
の
旅
行
費
用
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

町
内
会
の
男
性
の
一
人
は
、「
有

価
物
回
収
で
息
子
達
に
も
っ
た
い

な
い
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
て
い

き
た
い
で
す
」
と
語
り
、
次
世
代

の
人
た
ち
に
も
回
収
事
業
が
引
き

継
が
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
別
の
男
性
は
「
町
内
に

住
む
人
の
顔
と
顔
を
つ
な
ぐ
親
睦

を
兼
ね
て
や
っ
て
い
る
こ
と
が
こ

ご
み
の
分
別
と
減
量
に

町
内
会
の
工
夫
が
生
き
る

こ
ま
で
続
い
た
コ
ツ
の
よ
う
で

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

古新聞、古雑誌を

有価物として回収。

収益金は町内会の

活動資金に活用

有価物の回収には、市内で町内会や子ども会、小中学校、幼稚園など多くの人
たちが取り組みを進めています。

「古新聞回収事業には４０年以上の歴
史がある」という佐藤会長

連合会・町内会の話題をお知らせください。

有
価
物
回
収
に
協
力
し
て
い
る

業
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

　

糊
付
け
さ
れ
た
雑
誌
と
ホ
チ

キ
ス
止
め
の
週
刊
誌
、
古
新
聞
を

分
別
し
て
出
す
と
有
価
物
と
し

て
引
き
取
り
ま
す
。
ま
た
、
リ

ユ
ー
ス
（
再
利
用
）
の
瓶
も
分
別

し
て
出
す
と
有
価
物
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
回
収
さ
れ
た
も
の
を

市
内
の
業
者
に
持
ち
込
み
す
る

こ
と
で
有
価
物
と
し
て
引
き

取
っ
て
い
ま
す
。
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コミュニティ活動推進員が
地域活動をサポートします

地域の連合会活動を支援するため、
市では各連合会に課長職などをコ
ミュニティ活動推進員として配置し
ています。地域での会合や事業の推
進、日常的な地域の課題解決の際な
どに推進員と積極的に連携しながら、
地域活動を進めてください。

東
部
第
２
町
内
連
合
会

（
新
光
町
・
住
吉
町
）

　

東
部
第
２
町
内
連
合
会
（
土
田

泰
規
会
長
）
で
は
、
年
４
回
「
独

居
お
年
寄
り
の
集
い
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
冬
場
に
な
る

と
出
席
で
き
な
い
お
年
寄
り
も
い

る
こ
と
か
ら
、
ご
み
袋
の
配
布
を

通
じ
て
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ

の
声
か
け
を
平
成　

年
か
ら
始
め

１２

ま
し
た
。

　

こ
の
訪
問
事
業
は
、
単
に
ご
み

袋
を
配
布
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

分
別
の
仕
方
や
日
頃
困
っ
て
い
る

こ
と
、
除
雪
の
相
談
な
ど
を
受
け

た
り
し
ま
す
が
、
声
か
け
も
運
動

に
も
つ
な
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

連
合
会
副
会
長
の
内
芝
宗
治
さ

ん
は
、
そ
の
翌
年
か
ら
現
在
ま
で
、

約　

人
の
訪
問
を
続
け
て
い
る
と

３０
い
い
ま
す
。
内
芝
さ
ん
は
「
１
年

に
１
回
で
す
が
、
待
っ
て
い
て
く

れ
る
人
、
感
謝
し
て
く
れ
る
人
が

い
ま
す
の
で
、
小
さ
い
こ
と
で
す

が
や
り
が
い
は
あ
り
ま
す
。
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
訪
問
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
、谷
口
さ
ん
は「
年
を
と
っ

て
き
て
出
掛
け
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
た
の
で
、
顔
見
知
り
の
人
が

尋
ね
て
き
て
く
れ
て
話
を
聞
い
て

く
れ
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で

す
」
と
ご
み
袋
を
受
け
取
り
な
が

ら
、
内
芝
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

し
た
。

東
町
第
２
町
内
会　
　

　

東
町
第
２
町
内
会
（
高
田
晏
之

会
長
）
で
は
、
市
の
補
助
制
度
を

利
用
し
て
町
内
会
に
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
し
、
利
便
性
を
よ

く
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
当
番
制
で
管
理
し

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
前
の
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
特
定
の

人
に
負
担
が
か
か
る
た
め
、
今
回

か
ら
自
分
た
ち
の
使
っ
て
い
る
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
自
ら
管
理
す

る
こ
と
に
改
め
、
1
週
間
交
代
の

当
番
制
で
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

環
境
美
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
し

た
も
の
で
す
。

　

夏
は
ご
み
拾
い
、
冬
は
除
雪
の

管
理
を
行
い
、
未
収
集
ご
み
に
つ

い
て
は
持
ち
主
に
連
絡
し
た
り
、

持
ち
主
が
わ
か
ら
な
い
ご
み
は
当

番
の
人
が
再
分
別
し
て
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
直
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

地域コミュニティ３２

若
松
第
５
町
内
会

　

若
松
町
第
５
町
内
会
（
佐
々
木

廣
道
会
長
）
で
は
、
正
月
の
ご
み

に
不
適
ご
み
が
多
く
対
応
に
追
わ

れ
た
こ
と
か
ら
、
町
内
会
の
総
会

で
ご
み
分
別
の
徹
底
を
決
め
、
み

ん
な
で
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
不
適
ご
み
を
役
員
で

再
度
分
別
し
て
か
ら
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
た
の
が
、
勉

強
会
な
ど
に
取
り
組
ん
で
か
ら
は
、

不
適
ご
み
が
随
分
減
り
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
に
対
す
る
住
民
の
意

識
が
向
上
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

佐
々
木
会
長
は
、「
当
初
は
、
よ

ごみ袋の配布を

一人暮らしの声か

け運動につなぐ

「近所の人の訪問はう
れしい」と谷口さん

ごみステーション

の管理は当番制で

「町内会でみんな仲良く、面倒でも分別
する気持ちが大事」と話す佐々木さん

ごみステーションの当番制について話し合う東町第２町内会

そ
か
ら
来
た
人
が
置
い
て
い
く
と

の
声
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
役

員
で
残
っ
た
ご
み
を
再
度
分
別
し

て
み
る
と
、
予
想
外
に
自
分
た
ち

の
町
内
会
の
住
民
の
ご
み
だ
っ
た

り
し
て
驚
き
ま
し
た
。
町
内
会
に

入
っ
て
い
な
い
ア
パ
ー
ト
や
事
務

所
の
人
た
ち
に
も
、
町
内
会
で
チ

ラ
シ
を
印
刷
し
て
配
っ
た
り
、
分

別
の
仕
方
を
や
さ
し
く
説
明
し
た

り
し
て
地
道
に
協
力
を
お
願
い
し

た
結
果
、
今
で
は
不
適
ご
み
の
数

も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。」

と
話
し
て
い
ま
す
。

高齢者宅の訪問活動を続け
ている内芝副会長
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パブリックコメント手続
（共通事項）
意見募集期間　
平成１９年4月2日→4月23日
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で働い
ている方距市内で学んでいる方鋸市
内に事業所がある法人や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メールな
ど書面（様式自由）や録音テープで
お寄せください。
許直接提出や意見箱（公表場所に設
置）への投函もできます。
距意見を提出するときは、住所・氏
名などを記入してください。氏名な
どは公表しませんが、記入がない意
見には回答できない場合もあります。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所１階）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ

（市民の意見募集）
富良野市国民保護計画（案）

計画の必要性　
　国民保護法が施行され、この法律
に基づき、外国からの武力攻撃や大
規模テロ等から、国民の生命、身体
及び財産を保護することを目的に、
国民保護計画を作成します。国民保
護とは万が一、こうした事態が発生
した場合、政府が策定する基本的な
方針に基づき、国や都道府県、市町
村などが連携協力して、住民の避難
や救援、武力攻撃災害への対処など
の国民保護措置を実施するものです。
計画の概要　
　｢避難｣｢救援」｢武力攻撃への対処｣
という国民保護における三つの柱は、
国や都道府県、市町村などの大切な
役割です。武力攻撃事態等において、
国民の保護のための措置を実施する
ことに備えて、国の「基本指針」に
基づいて「国民保護計画」を作成す
ることになっています。　
計画の内容
第１編　総論　
・計画の目的
・国民保護措置に関する基本方針
・道、市町村等の責務及び事務又は
　業務の大綱

・市の地理的、社会的特徴
・市国民保護計画が対象とする事態
第２編　平素からの備えや予防
・市における組織・体制の整備
・関係機関との連携体制の整備
・通信の確保
・情報収集・提供等の体制整備
・研修及び訓練
・避難・救援及び武力攻撃災害への
　対処に関する平素からの備え
・物資及び資材の備蓄、整備
・国民保護に関する啓発
第３編　武力攻撃事態等への対処
・初動連絡体制の迅速な確立及び初
　動措置
・市対策本部の設置等
・関係機関相互の連携
・警報及び避難の指示
・警報の伝達等
・避難住民の誘導等
・救援
・安否情報の収集・提供
・武力攻撃災害への対処
・応急措置等
・生活関連等施設おける災害への対
　処等

・武力攻撃原子力災害及びＮＢＣ攻
　撃による災害への対処等
・被災情報の収集及び報告
・保健衛生の確保その他の措置
・国民生活の安定に関する措置
・特殊標章当の交付及び管理
第４編　復旧等
・応急の復旧
・武力攻撃災害の復旧
・国民保護措置に要した費用の支弁
　等
第５編　緊急対処事態への対処
・緊急対処事態
・緊急対処事態における警報の通知
　及び伝達
今後のスケジュール
平成１９年６月　パブリックコメント
　　　　　　　の結果公表予定
問合せ/意見提出先
総務部総務課
〒０７６‐8555　弥生町１番１号
志39‐2300　思23‐2120
電子メール　
  soumu-k@city.furano.hokkaido.jｐ

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。

市民の声

給食費の納入方法について

　母子家庭なので就学援助を受けて
います。学校での集金（給食費など）
についてですが、口座引き落としや
正規の金額をいったん徴収して、後
日返金という形は取れないもので
しょうか。事務処理の都合などある
でしょうが「子どもの感情への影響」
は大きいと思います。そういう方法
をとっている学校もたくさんありま
す。
　　　　　　　　　市内　女性

教育委員会です
　現在、富良野小学校、扇山小学校、
東小学校、富良野東中学校、富良野
西中学校の市内５校は、給食費を現
金で徴収しています。それ以外の学
校については、給食費は口座払いの
方法を取っています。
　就学援助を受けている児童生徒の
給食費については、教育委員会より
給食センターへ直接支払いをしてい
ますので、現金で給食費の徴収はし
ていません。
　平成１９年度は富良野小学校で、希
望者について郵便局より口座引き落
としができるよう準備をしています。
他の学校についても、子どもに配慮
した集金法を取っていただくようお
願いしていきます。

拶３９‐２３20

農村地区の生ごみ収集について

　現在、農村地区では冬期のみと
なっている生ごみ収集は、数年前か
ら夏期の収集をお願いしているが、
いっこうに検討の進捗、実施の気配
がありません。これだけ離農や、非
農家の移住が進んでいる現在「堆肥
をつくれば良い」「車で処理施設まで
持っていけ」というのは、堆肥つくり、
生ごみ処理に携わっていない人の考
えとしか思えません。
①農村地区の条件
②農村地区夏期回収に関する要望が
却下されている理由と、どのような
検討が行われたれたか。
　　　　　　　　　　下五区　男性

環境リサイクル課です
　農村地区とは、上・中・下御料、
下・中・上五区をはじめとする農村
部をさすもので、従来、農村地区の
「生ごみ」の収集は行っていませんで
した。冬期間の「生ごみ」について
は堆肥化が出来ないことから、多く
の方より、収集の要望をいただき、
検討の結果、平成１6年１１月から冬期
間の生ごみ収集を実施してきたもの
です。
　夏期収集については、実態把握を
行い、その結果をみて、冬期間の利
用しているステーションとするか、
また、少人数の方の利用の場合には
近隣ごみステーションを利用させて
もらうのがよいか、費用対効果を含
め、もう少し検討が必要です。

拶３９‐２３０８
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特
別
支
援
教
育
は
、
従
来
の
特

殊
教
育
対
象
の
障
が
い
だ
け
で
な

く
、
学
習
障
が
い
（
Ｌ
Ｄ
）、
注
意

欠
陥
・
多
動
性
障
が
い
（
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
）、高
機
能
自
閉
症
を
含
め
て
障

が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
自
立
や

社
会
参
加
に
向
け
て
そ
の
一
人
ひ

と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

て
、
そ
の
持
て
る
力
を
高
め
、
生

活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
ま
た

は
克
服
す
る
た
め
に
、
適
切
な
教

育
や
指
導
を
通
じ
て
必
要
な
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。

　

文
部
科
学
省
の
調
査
で
は
、
特

殊
教
育
諸
学
校
（
盲
・
聾
・
養
護

学
校
）
も
し
く
は
特
殊
学
級
に
在

籍
ま
た
は
通
級
に
よ
る
指
導
を
受

け
る
児
童
生
徒
の
比
率
が
近
年
増

加
し
て
お
り
、
義
務
教
育
段
階
で

の
比
率
は
、
平
成
５
年
度
０
・
９

６
５
％
、
平
成　

年
度
１
・
４
７

１４

７
％
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、重
度
・

重
複
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が

増
加
す
る
と
と
も
に
、
学
習
障
が

い
（
Ｌ
Ｄ
）、
注
意
欠
陥
・
多
動
性

障
が
い
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
な
ど
通
常

の
学
級
な
ど
に
お
い
て
指
導
が
行

わ
れ
て
い
る
児
童
生
徒
へ
の
対
応

も
課
題
と
な
る
ほ
か
、
個
々
の
教

員
の
専
門
性
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん

障
が
い
の
多
様
化
の
実
態
に
対
応

し
て
関
連
部
局
間
及
び
各
機
関
と

の
連
携
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
程
度
に
応
じ
て
特
別

の
場
で
指
導
を
行
う「
特
殊
教
育
」

か
ら
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
、
自
立
や
社
会
参
加
を

支
援
す
る
新
た
な
体
制
・
シ
ス
テ

ム
「
特
別
支
援
教
育
」
へ
転
換
す

る
も
の
で
す
。

　

富
良
野
市
で
は
、
特
別
支
援
教

育
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
現
在

あ
る
「
就
学
指
導
委
員
会
」
を

「
特
別
支
援
連
携
協
議
会
」に
改
め
、

そ
の
中
に
、「
専
門
家
チ
ー
ム
」
を

設
置
し
、
各
学
校
へ
の
助
言
・
支

援
を
行
う
体
制
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

架
学
校
教
育
課拶

３
９
‐
２
３
２
０

「
特
別
教
育
」
か
ら
「
特
別
支
援
教
育
」
へ

自
立
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
体
制
を
推
進

学習障がい（ＬＤ）

全般的な知的発達に遅れは
ありませんが、聞く、話す、
読む、書く、計算するまたは
推論する能力のうち特定の
ものの習得と使用に著しい
困難を示す状態のこと。

注意欠陥・多動性障がい

（ＡＤＨＤ）

年齢あるいは発達に不釣合
いな注意力または衝動性、多
動性を特徴とする行動の障
がいで、社会的な活動や学業
に支障をきたします。

高機能自閉症

３歳ぐらいまでに現れ、他人
との社会的関係の形成の困
難さ、言葉の発達の遅れ、興
味や関心が狭く特定のもの
にこだわることを特徴とす
る行動の障がいである自閉
症のうち、知的発達の伴わな
いものをいいます。

一人で悩まずいっしょに考えませんか
上川教育局では、電話での相談を行っていましたが、
このたび、メールでも相談できるようになりました。

上川教育局のホームページ

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kkk
メールアドレス（生涯学習課）

kamikyo.seigaku1@pref.hokkaido.lg.jp
電話による相談

上川教育局　0166-46-5243
北海道立教育研究所　0120-3882-56
　　　　　　　　　　0120-3882-86

●電子メールによる子ども専用の「いじめの悩　
　み相談」です。

●いじめについて、まわりの人に話しづらいこ　
　とや困っていることがある人は、メールで相　
　談をしてください。

●メールによる相談は、いじめに悩んでいる小　
　学校４年生から高校３年生までが対象です。

●相談がある人は、右記のメールアドレスか、上
　川教育局のホームページ上にある相談窓口か
　らメールを送ってください。

いじめ・不登校相談電話の設置

23-3525
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国
営
空
知
川
右
岸
地
区
の

完
了
に
あ
た
り

事
業
目
的

　
「
空
知
川
右
岸
地
区
」
は
富
良
野
市
、
中

富
良
野
町
、
上
富
良
野
町
の
水
田
地
帯
を

対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
水
田
か
ん
が
い
用
水
は
金
山

ダ
ム
を
水
源
と
し
、
用
水
施
設
は
国
営
総

合
か
ん
が
い
排
水
事
業「
富
良
野
地
区（
昭

和　

年
→　

年
）」な
ど
で
整
備
さ
れ
ま
し

２７

４５

た
。
し
か
し
近
年
で
は
虚
施
設
の
老
朽
化

が
著
し
く
安
定
し
た
取
水
が
困
難
許
小
規

模
な
用
水
施
設
が
多
い
た
め
用
水
管
理
に

多
大
の
費
用
を
費
や
す
距
栽
培
技
術
の
進

展
に
対
応
し
た
代
か
き
用
水
と
深
水
用
水

の
不
足
な
ど
の
問
題
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
地
区
の
不
足
水
量

を
滝
里
ダ
ム
に
依
存
し
て
農
業
近
代
化
用

水
を
確
保
し
、
頭
首
工
・
用
水
路
を
改
修

す
る
と
と
も
に
、
用
水
系
統
の
再
編
（
施

設
の
統
廃
合
）
を
行
い
、
併
せ
て
道
営
事

業
な
ど
の
関
連
事
業
で
末
端
用
水
路
及
び

ほ
場
（
田
・
畑
）
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

水
管
理
の
合
理
化
・
土
地
生
産
性
の
向
上
・

農
作
業
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
の
農
業
用
水
は
防
火
用
水

や
生
活
用
水
と
し
て
地
域
住
民
の
生
活
に

密
着
し
た
利
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
用
水

路
の
改
修
と
あ
わ
せ
、
農
業
用
水
が
有
す

る
地
域
用
水
機
能
の
維
持
・
増
進
を
図
り

ま
し
た
。

事業概要

　受益面積：水田4,583ha
　主要工事：
　・頭首工　１カ所
　　（流域変更頭首工、
　　流域変更水路1条　3.7㎞）
　・幹線用水路　 2条、延長23.7km
　・支線用水路　32条、延長33.8km

　事業費：480億円
　工　期：平成3年度→平成18年度

　

施
工
に
あ
た
っ
て
は
富
良
野
の
自
然
環

境
と
の
調
和
を
め
ざ
し
て
、
周
囲
に
な
じ

む
色
彩
設
計
、
頭
首
工
（
川
か
ら
農
業
用

水
を
用
水
路
に
引
き
入
れ
る
た
め
の
施

国
営
空
知
川
右
岸
地
区
の

完
了
に
あ
た
り架

北
海
道
開
発
局　

旭
川
開
発
建
設
部

　
　

富
良
野
地
域
農
業
開
発
事
業
所

拶
２
３
‐
３
５
４
１

平
成
3
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
ま
し
た
、
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
空
知
川
右

岸
地
区
」が
平
成　

年
度
を
も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。
富
良
野
地
域
の
農
業
を
支

１８

え
る
本
事
業
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま
す
。
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設
）
へ
の
魚
道
の
設
置
、
建
設
廃
棄
物
の

発
生
抑
制
と
再
利
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
泥
炭
土
と
い
う
不
利
な
条
件
下
で

建
設
コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
、
基
礎
を

必
要
と
し
な
い
柔
構
造
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
工

法
や
、
既
存
施
設
を
撤
去
せ
ず
に
活
用
す

る
更
生
工
法
を
採
用
す
る
な
ど
の
工
夫
も

し
て
き
ま
し
た
。

事
業
効
果

　

施
設
は
平
成　

年
度
か
ら
段
階
的
に
供

１７

用
が
開
始
さ
れ
、
徐
々
に
そ
の
効
果
が
発

揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
効
果
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

農
業
近
代
化
用
水
に
よ
る
米
の
安
定
生
産

　

早
期
移
植

（
代
か
き
期
間

の
短
縮
）と
冷

害
防
止（
深
水

か
ん
が
い
）が

可
能
に
な
っ

た
た
め
、良
食

味
米
の
生
産
・

増
収
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

用
水
系
統
の

合
理
化
、
酸
性
水
利
用
の
解
消

　

山
手
幹
線
用
水
路
を
山
側
に
移
設
す
る

こ
と
で
、
空
知
川
と
布
部
川
の
水
が
自
然

圧
で
地
区
全
体
に
行
き
渡
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
り　

箇
所
の
揚
水
機
場
と
9
箇
所

14

の
頭
首
工
を
撤
去
で
き
ま
し
た
。　

ま
た
、

酸
性
水
河
川
か
ら
の
取
水
が
解
消
さ
れ
安

全
な
用
水
供
給
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

維
持
管
理
費
の
低
減

　

老
朽
化
し
て
管
理
に
労
力
を
要
し
て
い

た
各
施
設
を
更
新
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路

の
改
修
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
）
し
た
こ
と

に
よ
り
、
用
水
系
統
合
理
化
に
よ
る
効
果

と
併
せ
て
、
用
水
管
理
費
や
維
持
管
理
費

が
大
幅
に
低
減
し
ま
し
た
。

転
作
田
で
の
水
使
い
自
由
度
の
向
上

　

国
営
事
業
に
よ
り
施
工
さ
れ
た
末
端
用

用水系統の再編
山手幹線用水路掛りを拡大して、
中小の揚水機場や頭首工を統廃合

水
路
は
す
べ
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
ほ
場
で
は
、
取
水
栓

を
開
栓
す
れ
ば
圧
力
を
持
っ
た
水
を
取
水

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
転
作
畑
に
お
け
る

か
ん
水
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

山
手
幹
線
用
水
路
の
貯
留
水
を
活
用
し
た

　
　
　
　

か
ん
が
い
期
間
外
の
用
水
利
用

　

農
業
用
水
の

取
水
権
は
8
月

末
ま
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
山
手
幹
線

用
水
路
に
ゲ
ー

ト
を
設
け
る
こ

と
で
水
路
内
に

水
を
貯
留
し
、

9
月
以
降
の
防

除
用
水
や
ハ
ウ
ス
か
ん
が
い
な
ど
、
多
様

な
水
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
用
水
機
能
の
増
進

　

支
線
用
水
路
の
整
備
に
よ
っ
て
、
景
観

保
全
機
能
・
生
活
用
水
機
能
・
防
火
用
水

機
能
な
ど
の
地
域
用
水
機
能
が
各
所
で
発

現
し
て
い
ま
す
。

FRP製防火水槽（扇山）
農業用水を防火水槽に貯留し、
消火活動に利用します。
↓防火用水機能

地
域
と
の
協
働　

　

事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
な
「
協
働
」
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

最
後
に　

　

農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
富
良
野
市
の

施
策
を
、
国
で
は
基
盤
整
備
の
面
か
ら
お

手
伝
い
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

せせらぎ水路（鳥沼公園裏）
旧山手幹線用水路を活用してせせ
らぎ水路と散策路を作りました。
↓景観保全機能

▲深水かんがいの効果

山手幹線用水路を
利用したクロスカ
ントリーコース
（鳥沼）

旧山手幹線用水路
を活用したせせら
ぎ水路整備（鳥沼）
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希望を胸に新たな旅立ち

らの看護専門学校の卒業式が

３月９日に同校の講堂で行わ

れ、第１１期生２６人が３年間の思い出の

学び舎を後にしました。

　一人ひとりに卒業証書を授与した

あと、登尾公子学校長が「看護をめざ

す者として新たなスタートです。相手

を思いやり、豊かな人間性を養ってく

ださい」と式辞。卒業生は４月から市

内外の病院で勤務する予定です。

ふ

歩くスキーで自然を満喫！

郷ラングラウフ大会が３月１１

日に麓郷の森で行われ、参加者

と役員を含め約４７０人が参加しました。

　大会はタイムを競うレースではな

く、麓郷の大自然を体感しながら、歩

くスキーを楽しむことが特徴。コース

は５・１０・１５㎞ が設定され、参加者

は起伏にとんだコースで心地よい汗

を流していました。ゴール後は、豚汁・

焼いも・甘酒などが振舞われました。

麓

り
」「
体
育
館
で
の
宿
泊
」
な
ど
２

日
間
に
わ
た
り
、
新
し
い
仲
間
と

の
交
流
や
冬
の
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
ス
ノ
ー
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り
で
は
、

寒
空
の
中
、
バ
ケ
ツ
と
空
き
缶
を

使
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
、「
お
や
じ

の
会
」「
ね
～
び
る
」
と
一
致
協
力

し
、
約
２
０
０
個
の
ラ
ン
タ
ン
を

作
成
。
日
も
落
ち
た
６
時
過
ぎ
か

ら
、
ろ
う
そ
く
に
火
が
入
り
、
冬

の
夜
を
彩
る
美
し
い
光
が
広
が
り

ま
し
た
。

　
盛
永
さ
ん
は
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
の
親
睦
と
融
和
が
図
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
。
来
年
以
降
も
継

続
し
て
行
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
３
月
３
日
・
４
日
、
扇
山
小
学

校
で
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
と
子
ど
も
会
で
実
行
委
員

会
（
盛
永
俊
彦
実
行
委
員
長
）
を

設
置
。「
子
ど
も
た
ち
の
体
力
づ
く

り
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
」
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年
で

　
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は

１̝初
め
て
扇
山
地
区
の
ウ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
合
同
で
行
い
、

扇
山
お
や
じ
の
会
や
青
少
年
サ
ー

ク
ル
（
ね
～
び
る
）
も
運
営
や
事

業
面
で
協
力
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
市
内
各
地
の
小
学
３

年
生
か
ら
中
学
２
年
生
１
４
４
人

が
参
加
し
「
ス
ノ
ー
ラ
ン
タ
ン
づ

く
り
」
「
屋
台
村
」
「
雪
だ
る
ま
作

ジュニアスノーフェスティバル

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新ししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲仲間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間新しい仲間ととととととととととととととととととととと

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬のののののののののののののののののののの思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく冬の思い出づくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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占冠村
今年も鵡川でラフティング！

  初心者からリピーターまで大満足

　占冠村を流れる鵡川は、北海道
でもトップクラスのエキサイティ
ングリバー。落差が大きく川幅が
狭いので、「このスリル感がたまら
ない」と毎年大人気！
　自然に圧倒されながら下るツ
アーを、ぜひ体験してみてくださ
い！

架産業グループ　 拶５６‐２１７４

中富良野町
森林公園　

５月３日オープン（予定）

　中富良野のシンボル、北星山。田
園風景をゆっくりとながめながら、
のぼりつめると森林公園があります。
　園内には、フィールドアスレチッ
ク、テニスコート、キャンプ場、バ
ンガローなどが設置されており、緑
豊かな散策の場としても親しまれて
います。ご家族みなさんでお楽しみ
ください。

架産業建設課　拶４４‐2123　

南富良野町

かなやま湖森林公園

４月２８日臥オープン予定

　充実した設備と絶好のロケー

ションで知られる「湖畔キャンプ

場」と「オートキャンプ場」のほ

か、「モーターランド」など大人か

ら子どもまで楽しめる遊具も整っ

た森林公園がオープンします。ご

家族みなさんでお越しください。

架産業課商工観光係

　　　　　　　　 拶５２－2178

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して
います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。
応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

氏家百合子さん
　　　　　（瑞穂町）

作

「押し花」

月２回、図書館に集ま

り押し花を楽しんで

います。花が咲き誇る

春が待ち遠しいです。

らの地域の魅力の創造フェス

ティバル２００７が２月２４日・２５日

にＪＲ富良野駅前特設会場で行われ、

２日間で約１０００人が詰めかけました。

　青年会議所の主催で、沿線市町村の

多くの団体が協力。会場では、各地の

名産品や特産品を使った食べ物や飲

み物を販売。餅つき体験やリンゴの皮

むき選手権など多彩なイベントが行

われ、来場者を楽しませていました。

ふ

沿線市町村と美瑛町によるはじめての試み

海道国民健康保険団体連合会

では、国民健康保険税を完納し、

５年以上病院にかかっていない方を

対象に表彰を行いました。今年は工藤

米夫さん（瑞穂町）を始めとして５人

が受賞しました。

　工藤さんは２０台前半から病院にか

かっていないそうです。健康で元気に

生きるための秘訣は「自分のことは自

分でやり、散歩や除雪で体力づくりを

行うこと」と話してくれました。

北

健康づくりは「歩くこと」です

上富良野町
～屋外での活動を～

「シーズン到来！オープンします」

　うららかな季節となり、屋外で
の活動もいよいよスタート。パー
クゴルフ場やオートキャンプ場も
オープンしますのでご家族やお友
達でのご利用をお待ちしています。
◆オートキャンプ場オープン
　４月２５日（水）
架管理棟　拶39‐4200
◆パークゴルフ場オープン
　４月２９日（日）
架管理棟　拶45‐1189
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消費者相談 Ｑ＆Ａ

自宅に来た販売員からふとんを買いました。契約書
を書き、印鑑も押しましたがお金は払っていません

ので解約、返品できますよね。大丈夫ですよね。

契約書を見ると、クーリング・オフ期間は過ぎてい
ました。支払いはクレジットカードとなっており、

クレジットカードの番号も書かれていました。相談者は
支払っていないので解約手続きをしてほしいと言いまし
たが、クレジットカード１回払である事が分かりました。
クレジット会社に確認した所、請求書も送っているとの
返答で現在交渉中です。相談者はキャッシュカードとク
レジットカードとの区別がついておらず、暗証番号を教
えていないから大丈夫と思っていたようです。買い物な
どをするクレジットカードの利用には印鑑も暗証番号も
必要ありません。代金は、本人指定の預金口座から引き
落としとなります。便利な部分ですが金利、手数料が掛
かる場合があります。キャッシュカードは買い物をする
カードではなく、カード指定の預金口座から現金を引き
出すためのカードで同じく印鑑は必要ありませんが、暗
証番号が必要です。
　カードは便利な部分がありますが、十分知った上で使
いましょう。また、お金と同様大切なものですので保管
場所や、買い物時に出したり、契約時にセールスマンに
見せたりする場合は十分に気をつけましょう。

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ
プラスチック類の分別区分が一部変更になり固形燃料ごみに
入るプラスチック類が多くなるが問題はないのか。

迷ったら、環境リサイクル課(緯３９‐２３０８)へ

Ｑ
寄付  ありがとうございます

固形燃料ごみはリサイクルセンターで固形燃料に加工され、ボ
イラー用燃料として活用されています。今月から分別区分の変

更により固形燃料ごみに入るプラスチック類は多くなりますが、固
形燃料の原料として問題ありません。燃焼ボイラーも24時間連続で
高温燃焼しているため、ダイオキシンなどの問題もありません。

Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

 譲
り
ま
す
 

捌
学
習
机
捌
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
（
ホ
イ

ル
付
）
捌
乾
燥
機
捌
ス
タ
ン
ド
式
掃
除

機
捌
事
務
用
肘
付
イ
ス
捌
火
鉢
捌
電
子

オ
ル
ガ
ン
捌
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
捌
畳
捌

綿
入
丹
前
捌
編
み
機
捌
お
琴
捌
茶
だ
ん

す
捌
座
卓
捌
ベ
ビ
ー
組
布
団
６
点
セ
ッ

ト
捌
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
ベ
ビ
ー
用
品
一
式
捌
食
器
戸
棚
捌
ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ト
捌
入
学
式
用
ス
ー
ツ
（
男

１
３
０
唖
）
捌
電
気
コ
タ
ツ
一
式
捌

ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
捌
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
捌
乳
幼
児
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
捌
工
業

用
ミ
シ
ン

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

クレジットカードとキャッシュカードは違います
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０歳　女性）

私たちが分別したプラスチック類は、どのようにリサイクルさ
れるのですか？Ｑ
中富良野町の資源回収センターに集められ、袋の中の異物を確
認した後、圧縮し梱包されます。その後札幌で油化され、ボイ

ラー燃料や発電などに使われます。正しい分別をすることが質のよ
いリサイクル製品づくりや経費の節減につながります。これからも
分別にご協力をお願いします。

Ａ

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時→午後４時

寿光園へ

紙おむつ ３箱鈴木義則（山部）

福神漬 ２茜ゆうふれの里
中山恵子（山部）

順不同・敬称略
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お子さんの写真を募集しています！
応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

「今日でふれあい広場は最後。

　　　　　今度は幼稚園です」

石井　 理彩 さん（３歳）　弥生町
り　さ

杉本　 真奈 さん（３歳）　緑町
ま　な

左から

「幼稚園に行っても

　　　　仲良くしようね！」

勝木　 陽菜 さん（３歳）　緑町
ひ　な

田中　 理子 さん（３歳）　緑町
り　こ

左から

　

食
物
繊
維
は
摂
取
し
て
も
消
化

管
を
素
通
り
し
、
小
腸
ま
で
で
は

消
化
・
吸
収
さ
れ
な
い
食
品
成
分

で
す
。
し
か
し
、
生
体
に
利
用
さ

れ
な
い
の
で
は
な
く
、
醗
酵
を
受

け
て
有
用
成
分
に
転
換
さ
れ
て
吸

収
・
利
用
さ
れ
た
り
、
腸
内
菌
叢

を
介
し
て
大
腸
内
環
境
を
改
善
し

た
り
、
種
々
の
栄
養
生
理
機
能
を

発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
穀
物
化
学
協
会　
　

　

に
よ
る
食
物
繊
維
の
定
義

虚
小
腸
で
消
化
・
吸
収
さ
れ
な
い

　

で
大
腸
で
一
部
も
し
く
は
全
部

　

が
醗
酵
さ
れ
る
植
物
性
食
成
分

許
多
糖
、
オ
リ
ゴ
糖
、
リ
グ
ニ
ン

　

あ
る
い
は
関
連
す
る
物
質

距
抗
便
秘
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　

低
下
、
血
糖
低
下
の
い
ず
れ
か

　

の
有
益
な
生
理
機
能
を
有
す
る

●
食
物
繊
維
に
は
、
不
溶
性
食
物

繊
維
、
水
溶
性
食
物
繊
維
の
高
分

子
、
低
分
子
と
色
々
あ
り
、
そ
の

種
類
に
よ
っ
て
生
理
機
能
が
異
な

り
ま
す
。
不
溶
性
食
物
繊
維
に
は

セ
ル
ロ
ー
ス
、
リ
グ
ニ
ン
の
よ
う

な
植
物
の
細
胞
壁
を
構
成
し
て
い

る
成
分
、
ま
た
寒
天
や
コ
ン
ニ
ャ

ク
な
ど
も
、
水
に
溶
け
た
ド
ロ
ド

ロ
の
状
態
で
食
べ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
摂
食
す
る
と
き
に

は
不
溶
性
の
食
物
繊
維
で
す
。
高

分
子
水
溶
性
食
物
繊
維
に
は
、

ジ
ャ
ム
の
よ
う
な
ネ
バ
ネ
バ
し
た

食
品
の
原
料
と
な
る
、
ペ
ク
チ
ン
、

グ
ア
ガ
ム
、
グ
ル
コ
ナ
ン
マ
ン
が

あ
り
ま
す
。
不
溶
性
食
物
繊
維
は
、

ゴ
ワ
ゴ
ワ
し
て
な
か
な
か
飲
み
に

く
い
で
す
が
、
高
分
子
水
溶
性
食

物
繊
維
も
ド
ロ
ド
ロ
し
て
い
て
食

感
が
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
低
粘
性
で
加
工
す
る
の

に
便
利
な
低
分
子
水
溶
性
食
物
繊

維
が
多
数
開
発
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
一
つ
が
難
消
化
性
デ
キ
ス
ト
リ

ン
で
、
パ
ン
な
ど
を
焼
く
時
に
で

き
る
こ
と
か
ら
、
従
来
よ
り
食
経

験
が
あ
る
成
分
で
す
。

●
食
物
繊
維
は
動
物
実
験
、
臨
床

試
験
に
お
い
て
、
色
々
な
生
理
機

能
が
み
ら
れ
て
お
り
、
特
に
難
消

化
性
デ
キ
ス
ト
リ
ン
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
言
わ
れ

て
い
る
肥
満
、
高
脂
血
症
、
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
い
ず
れ
に
対
し
て

も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不

溶
性
食
物
繊
維
に
強
い
と
言
わ
れ

る
腸
内
環
境
を
変
え
て
、
排
便
を

促
進
す
る
効
果
も
見
ら
れ
、
難
消

化
性
デ
キ
ス
ト
リ
ン
は
水
溶
性
と

不
溶
性
の
生
理
機
能
を
合
わ
せ
持

ち
、
興
味
深
い
食
物
繊
維
素
材
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
難
消
化
性
デ
キ

ス
ト
リ
ン
は
携
帯
型
食
物
繊
維
と

し
て
市
販
さ
れ
て
お
り
薬
局
な
ど

で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

富良野医師会　理事　渡部　秀雄 ●生活習慣の改善姥　～食物繊維～ 
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そ
の
他　

入
場
無
料
。
申
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

架
富
良
野
協
会
病
院

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
２
１
８
１

　

平
成　

年
８
月
か
ら
住
民
基
本

１４

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が

開
始
さ
れ
、
一
人
ひ
と
り
に
「
住

民
票
コ
ー
ド
」
が
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

「
住
民
票
コ
ー
ド
通
知
票
」を
お
送

り
し
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年　

月
か
ら
厚
生
年
金
、
国

１０

民
年
金
な
ど
の
現
況
届
に
住
民
票

コ
ー
ド
の
記
入
を
求
め
ら
れ
る
な

ど
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
確
認
す
る

　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
（
富
良
野

協
会
病
院
）
は
、
５
月
１
日
峨
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
現
病
院
で
の

診
療
は
４
月　

日
牙
午
前
診
療
を

２６

も
っ
て
終
了
と
し
、
以
後
４
月　
３０

日
俄
ま
で
開
院
準
備
の
た
め
、
休

診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

開
院
前
に
地
域
住
民
対
象
の

「
施
設
見
学
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

４
月　

日
蚊
正
午
→
３
時

２２

※
病
院
に
は
午
後
２
時　

分
ま
で

３０

　

に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
（
住
吉
町
）

機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
住
民
票
コ
ー
ド
通
知
票
」を
失

く
し
て
し
ま
っ
た
り
、
住
民
票
コ

ー
ド
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

電
話
照
会
や
窓
口
に
て
口
頭
で
お

教
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

住
民
票
に
任
意
で
住
民
票
コ
ー

ド
を
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
住
民
票
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
さ
い
。
住
民
票
コ
ー
ド
記
載
の

住
民
票
は
、
本
人
ま
た
は
本
人
と

同
一
世
帯
の
方
か
ら
の
請
求
に
限

ら
れ
ま
す
。
請
求
の
際
に
は
、
請

求
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス

ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
提

示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
同

一
世
帯
の
方
以
外
の
方
が
請
求
さ

く
ら
し

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
　
　
　

施
設
見
学
会

れ
る
場
合
は
、
本
人
か
ら
の
委
任

状
が
必
要
で
す
。

架
市
民
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
１

　

市
で
は
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
を
対
象
に
、
平
成　

年
度
か
ら

１０

平
成　

年
度
ま
で
補
助
事
業
を
計

１９

画
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
分

１９

の
補
助
希
望
申
込
み
の
受
付
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
申
込
み
は
、
本

人
ま
た
は
同
居
の
家
族
の
方
に
限

り
ま
す
。

対　

象　

下
水
道
区
域
外
で
、
居

住
用
の
住
宅
に
設
置
す
る
方

受
付
期
間　

４
月　

日
画
ま
で

２７

架
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課　

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

　

市
で
は
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

街
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
防
犯
灯
を
設
置
ま
た
は
改
修

す
る
団
体
な
ど
に
、
そ
の
工
事
費

に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内
で
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
中
に
防
犯
灯
設
置

１９

を
予
定
し
て
い
る
団
体
な
ど
は
補

助
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　

象　

道
路
・
一
般
交
通
の
用

に
供
す
る
場
所
及
び
路
地
・
広
場

に
設
置
す
る
団
体

受　

付　

４
月
２
日
俄
か
ら

補
助
金
額　

１
灯
に
つ
き
設
置
費

用
の　

％
ま
た
は
２
７
０
０
０
円

４０

の
い
ず
れ
か
低
い
金
額

そ
の
他　

申
請
前
に
工
事
を
行
っ

た
防
犯
灯
は
補
助
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

架
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

平
成　

年
春
の
火
災
予
防
運
動　

１９

　

４
月　

日
→　

日
の
間
「
消
さ

２０

３０

な
い
で　

あ
な
た
の
心
の　

注
意

の
火
。」を
統
一
標
語
と
し
て
全
道

一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
に
な
り
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
火
の
元
に
注
意
を
払

今月の注目の今月の注目の本本

むかつく二人
三谷幸喜・清水ミチコ
Ｊ－ＷＡＶＥラジオの
「DoCoMo MAKING 
SENSE」の放送を加筆再構
成したもの。映画、舞台、
テレビの話題からカラオ
ケ、グルメに内輪の話まで、
縦横無尽な会話に笑いが
止まらない。

●児童書（新着）
にしむらあつこはるかぜのホネホネさん
長谷川　義史ぽんぽんポコポコ
ルドウィッヒ・ベーメルママドレーヌのメルシーブック

●一般書（新着）
五木　寛之林住期
宮城谷　昌光風は山河より
藤堂　志津子若くない日々
たなかひまわりもういちど伝えたい

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　　毎週月曜日
整理休館日　　４月２７日画
祝日休館日　　４月２９日蚊

２階多目的ホール
　４月１４日松午前１０時３０分から
　絵本・映画・紙しばいの集い
１階読み聞かせコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　サークルどんぐり 「絵本読み聞かせ」

※新小学１年生から本を借りるための利用
　者カードを作ることができます。登録用
　紙は保護者の方に記入していただきます
　が、作成後は１人２週間１０冊まで利用で
　きます。

開館時間　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時

図書館だより図書館だより

住
民
票
コ
ー
ド
を
忘
れ
た
方

は
住
民
票
で
確
認
を

防
犯
灯
設
置
費
補
助
金

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

浄
化
槽
設
置
補
助
金
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擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
S
O
S
ミ
ニ
レ

タ
ー
（
便
せ
ん
兼
封
筒
）

　

各
小
中
学
校
に
配
布
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
が
日
頃
抱
え
て
い

る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
ミ
ニ

レ
タ
ー
に
書
い
て
投
函
し
て
も
ら

い
、
法
務
局
職
員
・
人
権
擁
護
委

員
が
手
紙
ま
た
は
電
話
に
て
返
信

す
る
も
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
メ
ー
ル
受

付
窓
口
の
開
設

　

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ

画
面
（
パ
ソ
コ
ン　

http://w
w
w

.m
oj.go.jp/ 　

携
帯
電
話　

http:
//w
w
w
.m
oj.go.jp/k/index.ht

m
l

）に　

時
間
３
６
５
日
開
設
し
、

２４

相
談
者
が
自
己
の
都
合
や
相
談
窓

口
の
開
設
時
間
を
気
に
せ
ず
に
相

談
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
化
（
０
１
２
０
‐

０
０
７
‐
１
１
０
）

　

携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、
携

帯
電
話
を
所
持
す
る
携
帯
電
話
を

所
持
す
る
子
ど
も
達
が
経
済
的
負

担
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
気
軽
に

相
談
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

架
旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

拶
０
１
６
６
‐
５
３
‐
３
９
４
３

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
保

険
の
年
度
更
新
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
、

労
災
補
償
・
失
業
給
付
に
か
か
わ

る
重
要
な
手
続
き
で
す
。

　

期
限
は
、
５
月　

日
俄
ま
で
で

２１

す
。
期
限
ま
で
に
銀
行
・
郵
便
局

な
ど
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
ま
た

は
労
働
基
準
監
督
署
に
申
告
・
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

架
旭
川
労
働
基
準
監
督
署

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
１
０
１

　

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
赤
を
通
常
１
２

４
６
円
の
と
こ
ろ
、
市
民
還
元
価

格
税
込
９
０
０
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
普
段
の
食
卓
に
、
お
仲
間

同
士
の
ち
ょ
っ
と
し
た
パ
ー

テ
ィ
ー
に
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

市
内
の
酒
販
店
で
ご
希
望
の
本

数
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

期　

間　

４
月　

日
俄
ま
で　

３０

架
ワ
イ
ン
工
場　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

拶
０
１
２
０
‐
８
７
８
‐
１
７
２

　

旭
川
地
方
法
務
局
・
旭
川
人
権

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
普
段
か
ら

家
族
、
地
域
で
火
の
取
り
扱
い
や

避
難
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
火
の
輪
を

広
げ
、
火
災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
を
防
ご
う
！

　

林
野
火
災
は
、
春
先
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
降
雨
量
が
少
な

い
、
空
気
が
乾
燥
、
季
節
風
が
吹

く
な
ど
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す

い
気
象
条
件
が
重
な
っ
て
い
る
こ

と
、
山
菜
取
り
な
ど
に
よ
り
入
山

者
が
増
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

出
火
原
因
は
、「
た
き
火
」、「
た

ば
こ
」、「
火
入
れ
」
な
ど
人
的
失

火
に
よ
る
火
災
の
割
合
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

林
野
火
災
の
多
く
は
、
一
人
ひ

と
り
の
注
意
で
そ
の
発
生
を
抑
制

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

架
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

と　

き　

５
月
７
日
俄
午
後
１
時

→　

日
牙
正
午

１０
と
こ
ろ　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前
通
東

４
１
５
５
番
地　

）
３０

内　

容　

知
的
障
が
い
の
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び
、
障

が
い
程
度
の
判
定
。
そ
の
他
専
門

的
相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
希
望
さ

　

れ
る
方
は
４
月　

日
牙
ま
で
に

１２

　

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

　

生
ご
み
の
分
別
収
集
開
始
以
来
、

長
年
に
わ
た
り
市
民
の
み
な
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
「
生

ご
み
堆
肥
市
民
還
元
」
は
、
平
成

　

年　

月
か
ら
始
め
た
個
人
向
け

１８

１０

の
有
料
販
売
に
伴
い
、
平
成　

年
１９

度
か
ら
は
中
止
と
し
ま
し
た
の
で

ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
後
、
生
ご
み
堆
肥
は
、
富
良

野
地
区
環
境
衛
生
組
合（
拶
２
２
‐

４
３
７
６
）
で
購
入
で
き
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

販
売
日
時　

土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
毎
日　

午
前
９
時
→
午
後
５
時

販
売
価
格　

　

渥
当
た
り
１
０
０
円

１０※
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
な
ど
を
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

販
売
場
所　

富
良
野
地
区
環
境
衛

生
組
合
（
字
上
五
区
）

架
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
８

労
働
保
険
年
度
更
新
の
　
　

手
続
き
は
正
し
く
お
早
め
に

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

生
ご
み
堆
肥
市
民
還
元
　
　

中
止
の
お
知
ら
せ

市
民
還
元
ワ
イ
ン
販
売
中

受講料研修期間定員コース内容対象者コース名

３２,０００円4月１７日峨
→4月２０日画（４日間）３０名これからの管理者に求められる役割や能力

について基礎から学んでいただきます。
新任管理者・
その候補者

新任管理者育成講座
（基本編）

１９,000円4月２３日俄・２４日峨
（2日間）３０名経理の経験のない方々を対象に、決算書のしく

み・見方など基本からわかりやすく解説します。
財務を学び
たい管理者

すぐ読める会社の　
経営数字

21,000円4月２４日峨・２５日我
（2日間）２０名

商談に際しての具体的なアプローチ方法や
成約までの一環した流れを演習を通して身
につけていただきます。

新任営業マ
ン、技術者
など

必修！営業の基本

１９,000円4月２５日我・２６日牙
（２日間）30名

法律知識を学習し、コンプライアンスの理解
と実践、契約書作成の能力、個人情報の取り
扱いなどを身につけていただきます。

経営者・総
務などの管
理責任者

ビジネス法務入門

研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修のののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内
問合せ／申込先　中小企業大学校旭川校
　　　　　　　　拶０１６６‐６５‐１２００

※定員になり次第締め切りますので、
お早めに申込みください。

い
じ
め
問
題
は
気
軽
に
相
談
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献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献

献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献
献

る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
な
ど
の

施
設
ま
た
は
飲
食
店
営
業
、
魚
介

類
販
売
業
も
し
く
は
、
そ
う
ざ
い

製
造
業
に
該
当
す
る
営
業
に
て
、

平
成　

年
６
月
１
日
ま
で
に
２
年

１９

以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
方

提
出
書
類　

虚
調
理
師
試
験
受
験
願
書

許
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
カ
ー
ド

受
験
願
書
の
提
出
先
／
受
付
期
間

５
月
７
日
俄
→
６
月
１
日
画

富
良
野
保
健
所

架
富
良
野
保
健
所
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
３
１
６
１

受
付
期
間　

　
　

４
月
９
日
俄
→
４
月　

日
画

２０

募
集
戸
数　

４
戸

入
居
資
格　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
方
許
税
金
の
滞
納
が
な

い
方
距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

募
集
す
る
住
宅　

朝
日
町
団
地
（
新
築
）

・
２
L
D
K　
　

２
戸

・
３
L
D
K　
　

２
戸

家　

賃　

入
居
す
る
方
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。（
敷
金
必
要
）

申
込
み　

都
市
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、必
要
な
書
類（
収

入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

・
市
営
住
宅
用
の
駐
車
場
は
あ
り

　

昨
年　

月
、
西
達
布
地
区
に
お

１１

い
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
は
、
馬
鈴
薯
・
ト
マ
ト
な

ど
の
ナ
ス
科
に
属
す
る
作
物
に
寄

生
し
、
収
量
を
低
下
さ
せ
る
害
虫

で
す
が
、
人
に
は
寄
生
す
る
こ
と

は
な
く
食
用
と
し
て
は
無
害
で
す
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
対
策
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
無
断
で
農
地
へ
立
ち
入
る
こ
と

　

や
、
車
両
の
乗
り
入
れ
を
し
な

　

い
で
く
だ
さ
い
。

●
自
家
菜
園
で
の
馬
鈴
薯
の
作
付

　

け
の
際
は
、
正
規
の
種
い
も
を

　

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
食
用
の

　

馬
鈴
薯
を
種
い
も
と
し
て
使
用

　

す
る
こ
と
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

架
農
林
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
９

と　

き　

８
月　

日
我

２９

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
→
４
時

３０

と
こ
ろ　

滝
川
市

受
験
資
格　

高
等
学
校
入
学
資
格

に
規
定
す
る
方
で
、
多
数
人
に
対

し
て
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
す

ふらのバス時刻表が変わります
富良野協会病院の移転に伴い平成１９年５月１日から、ふら
のバスの運行経路・時刻が一部変更になります。
●老節布線・西達布線・麓郷線・御料線の発着場所が富良
　野協会病院前（新設）になります。
●麻町線の運行経路が錦町停留所を新設するなど大幅に
　変更になります。
●（旧）富良野協会病院バス停留所が、幸町バス停留所に
　名称が変更になります。
●旭川線（ラベンダー号）の３便、５便、８便の運行時刻
　が変更になります。

麻麻麻麻麻麻麻麻麻麻町町町町町町町町町町線線線線線線線線線線のののののののののの主主主主主主主主主主なななななななななな経経経経経経経経経経麻町線の主な経路路路路路路路路路路路
鳥沼７号　⇒　南･北麻町　⇒　東中学校　
⇒　協会病院　⇒　錦町（新設）⇒　西病院　
⇒　幸町（旧協会病院）⇒　富良野駅前

麓麓麓麓麓麓麓麓麓麓郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷線線線線線線線線線線ででででででででででふふふふふふふふふふららららららららららのののののののののの西西西西西西西西西西病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院（（（（（（（（（（緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑峰峰峰峰峰峰峰峰峰峰高高高高高高高高高高校校校校校校校校校校））））））））））へへへへへへへへへへのののののののののの乗乗乗乗乗乗乗乗乗乗麓郷線でふらの西病院（緑峰高校）への乗継継継継継継継継継継継
＜麓郷から西病院へ＞
　

＜西病院から麓郷へ＞

麓郷
（7:16）

富良野高校
（7:50）

富良野高校
（7:59）

西病院
（8:03）

西病院
許（16:23）

富良野高校
（16:27）

富良野高校
（１6:31）

麓郷
（１7:05）

お年寄りや学生など運転ができない人たちの
交通手段を確保するために、国・北海道・富良
野市では必要なバス路線の維持対策として欠
損補助を行っています。
自家用車の普及などで年々、バス利用者、JR利
用者は減少の傾向にあります。公共交通機関を
利用することから、地域住民の足の確保にご協
力をお願いします。

西病院
虚（12:09）

富良野駅
（12:18）

富良野駅
（１３:05）

麓郷
（１３:45）

西病院
距（19:03）

富良野高校
（19:07）

富良野高校
（１9:11）

麓郷
（１9:45）

架ふらのバス叙　拶２３‐３１３１

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
対
策
に
ご
協
力
を

平
成
　
年
度
調
理
師
試
験

１９

募
　
集
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ま
せ
ん
。

・
北
電
と
リ
ー
ス
契
約
が
必
要
で

　

す
。

・
共
有
部
分
の
電
気
代
が
別
途
か

　

か
り
ま
す
。

架
都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

　

今
年
度
の
市
・
道
営
住
宅
の
募

集
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

入
居
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
上

回
る
場
合
は
、
抽
選
（
公
開
抽
選
）

に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

第
１
回
募
集　

５
月
７
日
→　

日
１８

第
２
回
募
集　

７
月
９
日
→　

日
20

第
３
回
募
集　

９
月　

日
→　

日

１０

２１

第
４
回
募
集　
　

月　

日
→　

日

１１

１２

２２

第
５
回
募
集

　
　

平
成　

年
２
月　

日
→　

日

２０

１２

２２

架
都
市
建
築
課
建
築
住
宅
係

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
６

　

平
成　

年
度
の
北
海
へ
そ
祭
り

２０

は　

回
目
の
節
目
と
な
り
ま
す
の

４０
で
、
創
意
工
夫
し
た
魅
力
あ
る
お

祭
り
に
す
る
た
め
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス　

２
３
‐
２
１
２
３

年年金金だだよよりり
学生のための納付特例制度について
　学生の前年所得が一定以下であれば、申請
により免除を受けることができる制度です。
　これに基づいて保険料を免除された期間
は、受給資格期間として算入されますが、１０
年以内に追納しないと満額の老齢基礎年金
は受けとれません。免除期間分の保険料は、
卒業後就職して収入を得るようになってか
ら、忘れずに追納しましょう。
　なお、前年度から引き続き学生納付特例を
希望する場合も、毎年手続きが必要となりま
すので、ご注意ください。

夜間・土曜日にも年金相談を実施しています
　社会保険事務所では、平日の時間内に年金
相談にこられない方のために夜間・土曜日の
年金相談を実施しています。
　延長日・時間については次のとおりですの
で、ご利用ください。
夜　間　毎週月曜日　午後７時まで延長
土曜日　第２土曜日　午前９時→午後４時

安心・便利・確実な口座振替を
　口座振替を利用すると、金融機関の口座か
ら自動的に国民年金保険料が引き落としさ
れますので、毎月金融機関に行く手間と時間
が省け、納め忘れ防止にもなり安心です。

詳しくは、社会保険庁ホームページ
（http://www.sia.go.jp/）をご確認ください。
　保険料の支払いはお忘れなく

架市民課国保年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１７年４月生まれ(満６５歳)の方は、誕生
日の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてく
るはがきが、基礎年金の手続きになりますの
で、改めて手続きする必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし 尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿 収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収 集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予 定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
収集の日までには便槽付近の清掃を行い、収集作業の支障になら
ないようにしてください。また収集は、一週間程度遅れることも
ありますのでご了承ください。

環境リサイクル課　拶３９-２３０８

収集日程区　　　域業者収集日程区　　　域業者
4/2→4/5山 部１町 内6/1→6/11緑 町 ・ 南 町 ・ 扇 町富

良
野
浄
化
工
業
株
式
会
社

4/6山 部２町 内　
　

ふ

ら

の

衛

生

社
　

　

6/12→6/20若葉町・栄町・日の出町

4/9山 部３町 内6/21→6/29本町・若松町・朝日町

4/10・4/11山 部４町 内4/4→4/11幸町・末広町・弥生町

4/12山 部５町 内4/12→4/19花園町・錦町・住吉町

4/13山 部６町 内4/20→4/27瑞 穂 町 ・ 新 光 町

4/16・4/17山 部７町 内5/1→5/22麻　町

4/18→4/20山 部９町 内5/23→5/31春 日 町 ・ 東 町

4/23→4/25山部１０町内6/1→6/25農 家 地 区

4/26→5/1山部１１町内5/28→6/11麓郷・布礼別・富丘ふ

ら

の

衛

生

社

5/2→5/7山部１２町内6/12→6/18北 の 峰 町

5/8→5/14山部１３町内6/19・6/20学 田 ・ 島 ノ 下

5/15→5/25山部農家地区6/21新 富 町

5/6→5/31
東 山 ・
西達布方面

6/22桂 木 町 ・ 西 町

6/25→6/29布　部

e
メ
ー
ル　

kankou@
city.fura

no.hokkaido.jp 　

ご
意
見
箱
（
市
役
所
１
階
市
民
課

カ
ウ
ン
タ
ー
に
設
置
）

応
募
期
間　

４
月　

日
俄

３０

架
北
海
へ
そ
祭
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
２

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
次
の
日
程

で
オ
ー
プ
ン
（
予
定
）
し
ま
す
。

空
知
川
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

オ
ー
プ
ン　

４
月　

日
臥

２１

架
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
管
理
棟

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
１
１
５
２

東
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

オ
ー
プ
ン　

４
月　

日
臥

２１

架
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
２
７
‐
２
７
２
７

山
部（
太
陽
の
里
）パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

オ
ー
プ
ン　

４
月　

日
蚊

２９

架
山
部
商
工
会

　
　
　
　
　

拶
４
２
‐
３
０
０
３

平
成
　
年
度
市
・
道
営
住
宅

１９

入
居
者
募
集
計
画

そ
の
他

第
　
回
北
海
へ
そ
祭
り
の
　

４０
意
見
募
集

お
詫
び
と
訂
正

広
報
ふ
ら
の
お
知
ら
せ
版
（
３
月

号
）
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
「
平

成　

年
４
月
１
日
か
ら
施
設
等
の

１９
使
用
料
・
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す
」

の
中
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
平
日

利
用
時
間
に
つ
い
て
「
９
時
→　
２１

時
」
と
記
載
し
ま
し
た
が
「
９
時
→

　

時
」
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

２２

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
　
　
　

オ
ー
プ
ン
（
予
定
）
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こうほう    平成１９年４月号   №5４７

■全日写連富良野支部主催の写真展（３月1８日で
終了）を見に行きました。２月に行われたスノー
ボードFISワールドカップの写真など、それぞれ素
晴らしい写真ばかりでした。ワールドカップは自
分も写真を撮ったので早速チェック！う～ん、こ
の違いは･･･もっと修行が必要です。（と）

■最近、お店でマイバックを使っている人が増え
ているように思います。私も数年前から使うよう
にしています。買い物袋に入れ替える必要もない
し、お店によってはポイントがつくし、環境にも
良いし、一石三鳥（？）ですよ。みなさんも使っ
てみてはいかがですか。（み）

編集
後記

能
な
範
囲
で
寄
贈
し
て
も
ら

い
、
市
民
に
幼
稚
園
の
玄
関

に
設
置
し
て
い
る
「
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
」
へ
投
函
し
て
も
ら

う
と
い
う
も
の
。

　

市
内
幼
稚
園
、
教
育
委
員

夕
ぐ
れ
や
山
の
稜
線
冴
返
る

保
田　

貞
子

春
風
や
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
飛
行
雲

松
藤　

道
子

き
し
む
雪
星
き
ら
め
き
て
千
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
良　

紀
子

春
風
や
尼
僧
の
法
話
耳
底
に

相
澤
か
お
り

春
の
香
を
送
り
送
ら
れ
恙
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
倉
は
す
え

春
愁
や
人
知
れ
ず
焼
く
文
あ
り
ぬ

上
坂　

睦
美

穏
や
か
な
年
の
は
じ
め
の
三
ケ
月

一
人
で
祝
ふ
屠
蘇
に
頬
染
む　
　
　
　

吉
田　

久
子

お
正
月
の
箱
根
駅
伝
母
校
か
け

必
死
に
つ
な
ぐ
襷
一
本　
　
　
　
　
　

村
上
せ
つ
子

着
ぶ
く
れ
て
暮
ら
す
部
屋
に
も
雛
人
形

か
ざ
れ
ば
其
処
よ
り
春
が
芽
生
え
る　

富
永
ス
ミ
子

絵
手
紙
の
ハ
マ
グ
リ
雛
の
愛
ら
し
さ

曾
孫
の
写
真
と
な
ら
べ
飾
り
ぬ　
　
　

寺
島　

君
子

十
勝
嶺
は
雪
の
起
き
伏
し
さ
わ
や
か
に

躍
動
感
は
陽
に
あ
ら
は
な
り　
　
　
　

町
屋　

和
子

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日→金曜日　
　　　　　　　　　午前８時→８時５分

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　４月２８日臥　午前１０時→１０時４５分

　

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
の

読
書
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
に
、
幼
稚
園
教
育
支

援
の
一
環
と
し
て
西
脇
市
内

の
３
つ
の
市
立
幼
稚
園
で
は
、

幼
児
図
書
の
寄
贈
運
動
を
展

④

開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の

言
葉
力
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
家
庭
で
現
在
利

用
し
て
い
な
い
絵
本
・
図
鑑
・

事
典
な
ど
が
あ
っ
た
ら
、
可

会
で
は
、園
内
の
図
書
室（
図

書
コ
ー
ナ
ー
）
の
充
実
の
た

め
、
こ
の
絵
本
寄
贈
運
動
の

趣
旨
に
対
し
理
解
と
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。（
広
報

に
し
わ
き
３
月
号
よ
り
）

「
贈
書
で
蔵
書
を
増
書
」
運
動
を
展
開

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ


